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8
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誘
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山
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α
臼
の
葺
g
属
且
ま
の
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問
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鴨
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爵
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陰
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彗
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ヒ
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奉
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計
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リ
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び
ナ
ソ
・
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エ
ー
ル
の
そ
れ
等
に
封
す
る
異
論

を
以
て
浦
き
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
、
當
時
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
、
叉
實
際
に
於
て
も
行
は
れ
て
ゐ
た
ε
こ
ろ
の
、
勢
力
均
衡

制
度
を
以
て
季
和
を
將
來
す
る
斯
以
に
あ
ら
ず
、
否
屡
鴎
職
孚
の
勃
登
に
滋
く
の
危
瞼
あ
る
も
の
ε
し
て
、
≧
れ
を

排
斥
し
て
ゐ
る
。
彼
は
、
不
和
論
を
主
張
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
挙
和
計
甕
は
實
現
さ
れ
る
竜
の
ε
は
信
じ
な
か
つ

π
。
何
ε
な
れ
ば
、
奉
和
論
者
に
よ
つ
て
主
張
せ
ら
れ
る
國
際
組
織
は
、
國
家
主
梅
の
原
則
ε
相
容
れ
ぎ
る
も
の
な

る
が
故
で
あ
る
。
ナ
ソ
・
ピ
エ
ー
〃
の
季
和
論
に
於
け
る
國
家
の
現
駅
維
持
醗
を
も
否
定
し
て
、
國
家
は
自
己
の
古

き
穂
利
を
拠
棄
す
る
こ
ε
を
欲
し
な
い
ε
同
時
に
、
叉
常
に
自
己
の
領
域
を
擁
大
せ
ん
ε
努
力
す
る
も
の
な
ウ
ε
蓮

べ
て
ゐ
る
。
叉
他
の
季
和
計
盤
反
封
論
者
ピ
同
じ
く
、
同
盟
の
構
成
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は
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必
要
あ
る
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に
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し
て
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得
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は
、
ナ
ソ
・
ピ
エ
，
ル
の
準
和
欝
蜜
の
大
な
る
鋏
鐵
な
る
旨
を
指
摘
し
、

も
し
・
ヨ
，
ロ
ッ
・
ハ
共
和
國
な
る
も
の
の
建
設
が
可
能
な
ウ
ε
す
る
も
、
彼
の
傭
ず
る
冠
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
典
統
一

は
支
持
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
從
來
の
見
解
に
封
し
、
更
に
三
個
の
顯
に
於
て
異
れ
る
見
解
を
主
張
し
て
ゐ

る
。
即
ち
、

　
「
ヨ
ー
ロ
て
ハ
の
國
愈
或
は
元
老
院
は
、
其
公
式
な
る
會
合
に
於
て
、
外
部
的
な
形
式
を
邉
奉
し
な
け
れ
ぱ
な

　
　
ら
な
ψ
の
で
あ
る
が
、
彼
の
考
ふ
る
ε
≧
ろ
で
は
、
人
問
は
自
己
自
ら
の
意
思
ε
し
て
、
決
し
て
議
長
或
は
席

　
　
次
等
k
つ
い
て
同
意
し
な
い
。

　
二
、
如
何
な
る
法
規
に
ょ
つ
て
元
老
院
は
自
己
が
裁
鋼
所
ε
し
て
の
判
決
を
爲
す
か
》
、
彼
に
よ
れ
ぱ
、
自
然
法

　
　
及
ぴ
國
際
法
は
、
未
だ
輔
定
せ
ざ
る
爲
に
極
め
て
不
確
實
、
不
充
分
な
竜
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
に
勿
論
、
同

　
　
盟
自
身
が
法
を
定
立
す
る
≧
ピ
が
出
來
る
が
、
然
し
、
Z
れ
は
極
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
つ
て
、
た
だ
に
過
分

　
　
な
勢
働
な
る
の
み
な
ら
ず
、
長
時
日
を
必
要
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
、
人
々
は
、
県
し
て
元
老
院
に
よ
つ
て
、
其
到
定
を
乞
ふ
陀
紛
事
の
公
正
に
し
て
、
敏
速
な
る
決
定
を
得
る
や

　
　
否
や
？
　
彼
の
唱
ム
る
冠
ヒ
ろ
に
依
れ
ば
、
ピ
エ
書
ル
が
ヨ
警
ロ
．
づ
兀
鷹
陀
の
正
義
に
大
な
る
期
待
を
懸
け
た

　
　
所
以
は
、
ヨ
，
ロ
．
バ
の
線
て
の
國
は
、
自
ら
其
劃
決
に
滲
加
し
得
る
こ
冠
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
鯨
う
に
も



　
　
樂
観
に
魍
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
宗
教
の
相
蓮
、
國
家
的
見
解
の
相
蓮
、
キ
リ
ス
ト
教
國
民
問
の
人
種
の
異
同
等

　
　
が
原
因
ε
な
つ
て
、
元
老
院
k
於
て
意
．
見
の
一
致
を
見
る
こ
ε
は
仲
々
困
難
で
あ
る
。

　
た
ε
へ
、
公
不
な
る
方
法
に
て
釧
決
が
下
さ
れ
た
ウ
ε
す
る
も
、
其
到
決
の
軌
行
に
は
叉
堪
へ
難
き
困
難
を
件
ム

の
で
あ
る
。
蓮
反
國
に
封
し
て
兵
器
を
執
る
こ
ε
に
他
の
諸
國
は
決
し
て
同
意
は
し
な
い
。
合
法
な
る
釧
決
を
暴
力

k
翫
へ
で
執
行
す
る
こ
ε
は
、
絶
え
ざ
る
載
孚
の
原
因
を
供
す
る
こ
ピ
に
外
な
ら
な
い
、
ε
し
て
從
凍
の
不
和
計
鐙

に
公
然
ε
反
封
の
意
見
を
示
し
て
ゐ
る
。

　
然
ら
ぱ
、
彼
の
李
和
肝
搬
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
P
　
彼
は
、
現
在
の
駒
ー
ロ
．
パ
の
験
態
を
其
優
織
績
せ

し
め
・
そ
も
て
・
こ
の
駅
態
の
縫
綾
中
は
耶
和
を
維
持
し
得
る
ε
な
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
槻
れ
ば
、
現
歌
を

其
瞳
維
持
す
る
こ
ε
ヒ
そ
挙
和
を
維
持
す
る
≧
ε
に
外
な
ら
な
い
ピ
の
意
見
で
あ
つ
て
、
彼
は
積
極
的
に
何
等
の
欝

垂
を
票
し
て
髪
あ
で
象
て
天
爲
要
籍
塾
鋳
す
る
畿
撃
あ
る
．
そ
れ
故
k
、
籍
計
滲

の
も
の
ε
し
て
は
、
大
し
π
仮
値
を
認
め
得
ざ
る
竜
の
ε
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
“
）
フ
ォ
ン
。
レ
ー
ン

　
ヨ
ハ
ン
・
ミ
セ
ル
・
フ
ォ
ソ
・
レ
ー
ン
Q
畠
壁
旨
竃
一
＆
8
一
く
9
ピ
o
窪
）
は
、
プ
η
シ
ヤ
王
の
櫃
密
顧
問
官
で
あ
歩
、

同
時
に
テ
ク
レ
ン
プ
ル
グ
・
リ
ソ
グ
ソ
（
富
彗
撃
望
臓
－
属
鑛
窪
）
地
方
の
知
斎
で
あ
つ
た
。
彼
の
思
想
は
、
彼
が
屡
噛

　
　
　
　
　
農
謡
思
窪
馨
嵩
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
五



　
　
　
　
國
瞭
季
和
思
想
嚢
遮
ぬ
史
酌
概
鋼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
一
六

外
國
に
験
行
し
て
、
外
國
の
地
理
及
び
外
人
k
封
し
て
識
見
の
廣
き
こ
ε
．
並
び
に
大
族
行
家
た
る
彼
の
父
よ
ム
の

物
語
う
k
よ
つ
て
、
自
づ
蜜
蟹
ス
毎
ホ
リ
タ
ソ
的
k
登
育
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
彼
に
は
多
く
の
著
書
が
あ
る
。

殊
k
教
會
統
噛
の
爲
k
藩
し
だ
書
の
如
き
は
、
幾
版
を
も
重
ね
、
叉
各
國
翻
k
齢
澤
せ
ら
れ
た
。
彼
の
著
書
に
は
、

署
者
の
季
和
思
想
及
び
崇
高
な
る
溝
徳
駒
威
情
を
以
て
満
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
職
箏
を
無
條
件
的
k
批
劃
し
、
三
十

年
戦
孚
k
よ
つ
て
躁
鴫
に
委
ね
ら
れ
た
ド
ィ
ツ
を
瓶
し
て
載
雫
を
魏
察
し
て
ゐ
る
。

　
載
雫
を
論
じ
た
る
書
『
政
治
愚
草
案
浮
薯
幾
、
昏
R
望
雷
宏
ざ
誠
醤
は
、
輔
七
四
七
年
k
閏
版
せ
ら
れ
た
。
彼

の
観
る
ε
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
載
墾
の
繊
績
せ
る
現
在
の
釈
態
は
、
侮
等
自
然
酌
原
因
に
困
る
竜
の
で
は
な
、
く
し
て
、

翠
に
人
の
心
に
因
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
び
そ
れ
故
に
、
載
雫
を
絡
濾
せ
し
む
る
こ
ε
は
極
め
て
容
易
で
あ
つ
て
、

四
五
十
人
の
優
秀
な
る
人
々
よ
，
成
る
黍
和
會
議
を
開
設
す
る
こ
ε
k
よ
つ
て
、
厭
洲
永
蓮
の
準
和
を
保
障
し
得
る
、

ピ
な
し
竃
ゐ
る
。

　
叉
國
際
問
題
を
季
和
的
に
解
決
す
る
爲
に
は
、
準
和
裁
鋼
所
（
津
陶
9
。
誘
σ
q
a
畠
欝
ぎ
夙
）
を
建
設
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
こ
の
裁
鋼
斯
に
は
、
聯
盟
國
は
各
々
代
表
者
を
邊
，
、
彼
等
k
よ
つ
て
騨
訟
事
件
が
法
廷
に
持
ち
禺
さ
れ
る
。

李
和
裁
剣
官
は
、
と
れ
に
封
し
て
不
偏
、
不
難
の
態
度
を
以
て
審
理
し
、
合
法
に
宣
告
し
、
叉
必
要
な
る
丈
書
及
び

鐙
櫨
の
無
き
揚
合
に
は
調
停
を
試
み
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
挙
和
裁
釧
営
の
か
、
る
決
定
は
多
薮
決
に
よ
つ
て
爲
し
、
そ



れ
盆
よ
つ
て
、
完
全
な
る
法
隷
上
の
カ
を
持
つ
檬
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
ピ
越
べ
て
ゐ
る
。

　
こ
の
會
議
の
場
所
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
國
際
的
な
菟
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
、
如
何
な
る
國
家
に
も
、

其
意
思
に
反
し
て
同
意
せ
し
め
た
様
な
場
所
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
雷
ふ
如
く
、
全
ヨ
，
ロ
ッ
パ
の
庭
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
多
く
の
先
人
蓮
が
主
張
し
た
如
く
、
彼
も
亦
、
到
決
の
執
行
は
強
制
力
を
使
用
し
得
る
こ
ε

に
よ
つ
て
保
障
す
べ
き
も
の
ピ
す
る
。
到
決
に
服
從
せ
ざ
る
國
民
は
、
全
同
盟
の
敵
な
ウ
ε
看
倣
す
の
で
あ
る
。

　
最
後
歳
、
彼
は
、
先
づ
第
輔
に
一
般
的
耶
和
の
前
提
ピ
な
る
べ
き
も
の
は
、
王
位
繊
承
ε
國
鏡
の
整
理
に
あ
る
。

な
ほ
又
、
植
民
地
商
業
及
び
航
海
自
由
の
問
題
の
如
き
も
、
先
決
を
要
す
る
も
の
ε
な
し
て
ゐ
る
。

　
彼
の
時
代
k
於
て
は
、
ヒ
れ
等
の
問
題
が
屡
・
戦
争
の
原
因
を
爲
し
だ
が
故
に
、
彼
が
、
特
に
、
こ
れ
等
の
識
に

つ
き
緊
急
に
解
決
を
要
す
べ
き
も
の
ε
爲
し
陀
こ
ε
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
。

ハ
曙
）
サ
ン
タ
ル
ド

　
サ
ソ
タ
ル
ド
（
もo
鉱
暮
鎖
乱
）
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
つ
て
、
彼
の
父
は
ナ
シ
・
ド
ミ
禺
ゴ
（
望
・
O
ε
む
碍
o
）
へ
の
移
住

者
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
に
『
ア
メ
リ
カ
事
件
の
現
歌
に
關
す
る
致
治
物
語
、
叉
は
、
植
民
地
間
に
確
固
た
る
恒
久

の
奉
和
を
設
定
す
る
方
法
並
ぴ
に
商
業
の
一
般
的
自
由
に
關
す
る
某
氏
よ
う
某
氏
へ
の
警
翰
冨
男
o
導
駕
噛
臣
倉
o

切
瑳
暴
雷
膚
層
評
o
暮
α
o
の
皿
醤
器
肋
審
一
、
》
目
鋤
置
器
も
＝
ピ
魯
耳
窃
留
7
n
：
：
帥
竃
：
：
自。
・
『
一
g
ヨ
2
8
ω
告
か
富
営
一
『

　
　
　
　
國
際
箏
和
恩
想
褒
濾
の
史
的
概
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



　
　
　
　
風
際
華
和
愚
魁
衰
蓮
の
更
的
檎
獅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幅
一
八

…
O
醤
詳
8
一
罷
o
含
身
蚕
露
⇔
鼠
奮
一
舗
8
ざ
鼠
窃
．
卑
ポ
序
R
陣
伽
懸
昌
曾
鋤
ぎ
分
8
導
量
ご
診
蹄
鵡
な
る
書
が
匿
名
に

て
登
表
せ
ら
れ
た
。
こ
の
勢
作
こ
そ
は
、
サ
ソ
タ
ル
ド
の
手
に
成
う
た
る
も
の
な
る
こ
蜜
が
萌
か
に
せ
ら
れ
た
の
で

あ
つ
た
。

　
彼
は
、
其
政
治
物
語
ウ
の
最
初
に
於
て
、
英
佛
問
の
植
民
地
に
關
す
る
大
戦
醇
を
叙
越
し
、
北
米
の
卒
和
は
．
箏

ぴ
ε
な
れ
る
地
域
の
公
正
な
る
分
割
に
よ
つ
て
將
來
せ
ら
る
べ
き
こ
ε
を
述
べ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
彼
臓
、
植
民
地

の
季
和
は
ヨ
，
・
ッ
パ
の
一
般
的
利
盆
に
露
大
な
る
關
係
を
有
す
る
≧
ε
を
論
蔽
し
、
植
属
地
問
題
砂
解
決
ε
ヨ
ー

ロ
．
バ
軍
和
の
問
題
ε
は
稠
關
せ
る
も
の
な
る
ヒ
ピ
を
述
べ
て
結
論
ピ
し
て
ゐ
る
。

　
彼
は
國
家
の
自
然
的
關
係
は
戦
躰
歌
態
な
ウ
ε
な
す
読
に
反
封
し
、
革
和
こ
そ
國
象
閥
の
自
然
航
態
で
あ
つ
て
、

國
際
準
和
制
度
は
愚
人
の
夢
想
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
實
現
し
碍
る
欝
叢
で
あ
る
、
そ
の
計
甕
の
實
現

に
向
つ
て
継
て
の
人
々
は
常
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
η
．
バ
の
醗
國
驚
は
こ
の
計
叢
を
勢
力
均
衡
な
る
政
策

的
な
制
度
に
よ
つ
て
實
現
せ
ん
ε
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
制
度
は
恒
久
の
卒
和
ε
は
全
く
相

反
す
る
結
果
を
惹
起
し
北
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
に
、
彼
の
観
る
ε
こ
ろ
に
ょ
れ
ぱ
、
商
業
の
一
般
的
菟
除
及
ぴ
海
洋
欝
肉
の
制
魔
こ
そ
は
、
歓
洲
の
一
般

的
奉
和
の
追
求
に
総
て
の
人
々
を
導
く
も
の
ε
な
す
の
で
あ
る
。
ア
ソ
リ
イ
四
世
の
治
世
に
於
て
も
、
未
だ
な
ほ
鉄



如
し
て
ゐ
た
ε
こ
ろ
の
重
要
な
る
條
件
陀
る
、
人
類
は
全
一
謹
を
成
す
も
の
な
り
ε
の
槻
念
が
、
今
や
國
際
交
遍
の

間
断
無
き
鑛
大
に
よ
つ
て
、
漸
次
に
登
蓮
の
維
路
を
辿
う
つ
、
あ
る
。
ヨ
U
ロ
ッ
バ
に
於
て
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
ε
こ

ろ
の
、
挙
和
は
純
然
だ
る
級
涛
的
利
盆
に
墓
く
も
の
な
ウ
ε
の
一
般
的
戚
情
は
、
人
々
の
精
紳
内
を
流
れ
、
人
々
は

知ら

ず
識
ら
ず
の
中
に
、
其
鳳
幣
に
ょ
つ
て
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
彼
は
、
國
際
的
挙
和
は
全
く
國
民
問

の
商
業
的
交
通
に
懸
る
も
の
で
あ
つ
て
」
國
際
法
律
秩
序
は
既
存
の
経
涛
葡
世
界
秩
序
よ
ウ
登
生
す
る
も
の
な
ウ
、

ε
論
結
す
る
。
一
養
k
し
て
こ
れ
を
蔽
へ
ぱ
、
恒
久
の
季
和
は
翠
な
る
政
治
的
な
會
議
に
依
る
も
の
k
あ
ら
ず
し
て
、

総
て
の
國
民
を
利
し
得
る
慣
行
、
彼
等
の
人
格
を
構
成
す
る
共
通
の
精
沸
及
ぴ
網
は
讐
政
府
の
態
度
、
商
業
に
關
す

る
輔
般
的
精
紳
等
k
依
る
竜
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
欝
由
に
し
て
自
然
的
な
る
國
際
商
業
及
び
工
業
の
登
達
は
、

絡
局
の
目
的
た
る
拳
和
に
到
蓮
す
る
の
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ぱ
、
そ
れ
無
く
し
て
は
、
如
何
な
る
利
盆
も
最
早
獲
得

し
得
ず
、
如
何
な
る
窟
も
最
早
享
樂
し
得
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
ε
述
べ
て
ゐ
る
。

　
以
上
に
於
て
知
る
如
く
、
彼
は
國
際
季
和
破
壊
の
原
因
を
專
ら
経
濟
的
な
る
も
の
ε
し
て
、
各
國
民
の
功
利
心
を

満
足
せ
し
む
る
ヒ
ε
は
、
即
ち
挙
和
維
持
の
所
以
で
あ
る
ピ
読
く
も
の
で
あ
る
が
、
國
家
が
反
目
、
衝
突
を
爲
す
は
、

経
済
的
原
因
に
よ
る
こ
ビ
は
極
め
て
多
い
が
、
総
て
経
濟
的
原
因
に
あ
ウ
ビ
な
す
の
誤
れ
る
こ
ご
は
、
歴
史
の
明
か

に
鐙
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
，
彼
の
李
和
論
も
、
國
際
紛
雫
の
原
因
π
る
一
面
の
解
決
策
ε
し
て
は
有
敷
た

　
　
　
　
鼠
際
辱
和
思
想
駿
捻
の
史
的
織
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
剛
九



　
　
　
　
國
際
卒
和
愚
想
嚢
逡
の
史
的
畿
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

う
得
る
が
、
こ
れ
の
み
を
以
て
し
て
は
永
遠
の
卒
和
を
確
保
し
得
な
い
こ
ξ
は
穆
露
を
僕
ね
な
い
こ
ε
で
あ
る
。

　
（
13
）
ア
ン
ヂ
計
グ
ー
ダ
響
ル

　
フ
ラ
ソ
ス
の
著
述
家
ア
ソ
ヂ
♂
グ
霧
ダ
ー
ル
（
》
霞
。
，
O
o
＆
貧
）
は
、
酬
七
竃
七
卑
に
『
漱
洲
の
季
和
は
永
績
的

休
戦
條
約
に
よ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
確
立
し
得
ず
・
：
：
・
萄
短
粛
審
回
．
国
舞
o
需
幕
鷲
5
切
．
o
審
ぴ
寄
碧
．
伽
蜀
毘
欝

α
．
彗
乞
9
σ
q
器
窪
警
p
o
＝
冥
畠
o
仲
審
懇
o
鰯
o
註
自
鷺
幕
邑
9
8
彗
獣
幕
℃
鍵
墜
ω
頃
器
鳴
霧
幽
9
集
ぎ
窪
号
く
ぎ
讐

彗
。
。
も
冨
8
暮
〇
三
9
℃
昏
鴇
禽
o
鷲
疑
2
0
こ
ε
題
す
る
一
般
季
和
案
を
ア
ム
ス
タ
ル
ダ
ム
に
於
て
公
刊
し
た
。

　
著
者
は
、
共
書
k
於
て
先
づ
錆
固
に
、
諸
國
が
相
互
に
軍
備
を
有
す
る
だ
ζ
ろ
の
灘
ー
ロ
．
バ
の
戦
孚
駅
態
を
記

述
し
、
戦
孚
は
必
要
鋏
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
悪
な
6
ε
の
一
般
に
憤
充
せ
る
思
想
に
反
封
し
把
。
も
し
人
々
が
、
眞
に
載

箏
を
必
要
な
ウ
ピ
考
へ
る
な
ら
ぱ
、
人
々
は
、
人
間
を
拶
裟
す
ペ
ス
ト
、
饅
餓
及
び
興
他
総
て
他
の
災
厄
に
つ
い
て

も
ヒ
れ
ε
同
様
な
≧
ε
を
謂
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
ε
。

　
彼
の
謂
ふ
ε
≧
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
貿
，
マ
人
の
職
は
、
な
ほ
或
鐵
に
於
て
は
正
欝
で
あ
つ
た
、
何
ε
な
れ
ば
、
彼
等

は
載
雫
に
よ
つ
て
國
力
を
増
大
せ
し
め
ん
ピ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
最
近
の
戦
婦
に
至
つ
て
は
、
こ
れ
ε
全

く
共
比
を
異
に
す
る
．
何
ε
な
れ
ぱ
、
近
代
の
戦
孚
は
、
多
く
の
揚
合
に
於
て
、
厭
洲
の
藪
力
均
衡
を
破
壊
す
る
ε

の
回
實
の
下
k
、
支
配
者
の
名
秘
心
の
満
足
の
み
を
目
的
ξ
す
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
他
方
に
於
て
、
自
己
の
隣
國
ビ



有
利
な
る
商
業
を
替
ま
ん
ε
欲
す
る
な
ら
ぱ
、
勢
力
均
衡
制
度
は
こ
の
圓
的
の
爲
に
適
當
な
る
名
儀
を
輿
へ
る
か
ら

で
あ
る
。
各
國
を
し
て
他
國
に
綴
利
を
創
設
す
る
爲
に
適
當
な
る
理
由
を
提
供
す
る
の
は
こ
の
制
度
で
あ
る
。
更
に

適
切
に
謂
へ
ば
、
そ
れ
は
一
の
政
治
的
假
面
（
ヨ
騨
β
器
℃
〇
一
窪
ρ
器
）
で
あ
つ
て
．
そ
れ
を
通
し
て
、
各
國
が
一
役
を

演
ず
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
彼
は
叉
、
雫
圃
は
人
悶
の
本
能
に
し
て
，
如
何
な
る
手
段
を
講
ず
る
ε
も
人
間
よ
ウ
こ
の
本
能
を
除
去
し
得
ざ
る

限
う
、
職
孚
は
永
遠
に
絶
滅
し
得
な
い
、
ε
な
す
論
者
に
勤
し
て
、
動
物
の
生
理
的
肉
然
の
上
に
人
問
の
政
治
制
度

を
建
設
せ
ん
ε
す
る
は
古
代
及
び
近
世
の
殆
ん
ご
総
て
の
著
者
に
共
瓶
な
る
跳
ウ
で
あ
つ
て
、
一
は
理
性
せ
有
す
る

も
の
、
他
は
本
能
に
基
づ
く
も
の
、
雨
者
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
動
物
界
に
於
て
も
、
原
則
ε
し

て
、
同
一
種
類
に
厨
す
る
も
の
、
問
に
は
孚
闘
を
生
ぜ
ざ
る
旨
を
述
べ
て
、
典
読
の
誤
謬
な
る
之
ε
を
駁
し
て
ゐ
る
。

彼
は
．
人
間
の
こ
の
性
質
よ
う
駿
し
て
、
人
間
は
戦
雫
の
苦
惜
よ
う
避
く
る
こ
ε
を
待
ざ
る
宿
命
を
有
す
る
も
の
で

は
な
く
し
て
、
其
手
段
、
方
法
の
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
李
和
を
享
樂
し
得
る
ε
の
結
論
に
堪
く
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
奉
和
を
維
持
せ
ん
が
爲
k
は
、
各
領
主
を
し
て
共
同
利
盆
な
る
観
念
を
肉
畳
せ
し
む
る
こ
ε
に
始
ら
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
諸
國
の
現
斌
を
観
る
に
、
自
己
の
目
的
の
追
求
の
み
を
以
て
興
政
策
ざ
し
て
、
弱
小
國
を
脅
威

し
惰
各
領
主
は
互
ひ
に
か
く
の
如
き
行
動
を
執
る
結
果
ピ
し
て
、
各
國
は
相
互
に
張
大
ε
な
る
代
う
に
、
相
互
に
壊

　
　
　
　
　
國
際
準
和
思
想
畿
邊
の
輿
的
畿
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



　
　
　
　
國
際
華
和
愚
想
嶺
逡
め
匙
的
襯
凝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ

滅
す
る
の
結
果
に
階
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
k
、
各
國
家
の
カ
は
、
全
超
盲
ロ
ッ
バ
の
カ
に
依
存
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
、
ε
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
、
當
時
の
戦
孚
は
又
経
濟
的
關
係
に
も
其
原
因
を
有
ず
る
こ
ε
を
畢
げ
た
の

は
具
實
で
あ
る
ε
謂
ば
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
。

　
載
孚
瓶
態
よ
ク
脱
し
て
哺
般
的
革
和
に
到
達
す
る
は
、
愚
去
k
於
て
欝
て
實
現
せ
ら
れ
な
か
つ
た
ε
こ
ろ
で
あ
る

が
、
然
し
．
今
後
二
十
年
問
の
休
職
（
。
・
岳
聴
諺
ざ
昌
α
．
貰
ヨ
窃
）
を
爲
す
こ
ε
に
よ
つ
て
、
乙
の
目
的
に
備
へ
ん
ε
主
張

す
る
。
か
く
し
て
、
人
々
は
耶
和
駅
態
k
慣
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
さ
す
れ
ぱ
、
現
撫
の
載
欝
擬
態
の
如
く
、
苓
和
擬

態
が
脅
償
ε
な
つ
て
し
設
ム
の
で
あ
る
。
國
際
條
約
中
に
は
恒
久
の
黍
和
に
つ
ψ
て
書
及
す
る
を
常
ε
す
る
が
、
そ

れ
は
正
し
く
な
ψ
。
何
ε
な
れ
ば
、
圃
際
關
係
の
鍵
動
に
ょ
つ
て
他
の
問
題
が
擁
頭
す
る
結
果
、
終
局
的
な
規
律
は
途

k
不
可
能
ε
な
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
紋
に
、
む
し
ろ
、
瞳
定
期
問
の
休
戦
條
約
を
締
結
す
る
に
し
く
は

な
ψ
。
共
期
問
中
に
於
て
は
戦
畢
を
爲
す
の
穫
利
無
き
も
の
ε
し
、
．
且
干
肉
に
蘇
へ
だ
る
最
初
の
國
に
封
し
て
は
、

他
の
総
て
の
國
が
こ
れ
k
鋤
抗
す
べ
き
こ
ピ
を
約
さ
ね
ば
な
ら
な
ψ
。
勿
論
、
瓢
十
ケ
年
の
期
間
絡
了
後
に
於
て
は
、

各
國
は
再
び
干
肉
を
執
う
得
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
休
戦
に
よ
る
繁
榮
は
、
な
ほ
永
年
問
の
哺
般
的
奉
和
を
實
麗

す
る
で
あ
ら
う
し
．
叉
君
主
は
奉
和
に
ょ
ウ
利
盆
を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
し
、
ヨ
ー
・
．
メ
は
常
に
職

幹
の
刑
杖
よ
ウ
解
放
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
、
ε
想
像
す
る
の
で
あ
る
。



　
グ
ー
ダ
置
ル
は
、
共
最
後
の
章
に
於
て
、
一
般
休
職
條
約
案
（
国
貴
身
↓
獣
鵠
傷
、
舅
o
ッ
曾
o
『
q
ひ
幕
．
騨
一
。
）
に
つ

い
て
述
ぺ
て
ゐ
る
。
先
づ
、
輔
般
會
畿
を
開
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
全
主
梅
者
は
体
載
條
約
に
調
印
す
る
爲
に
共
使

節
を
涙
遣
す
る
。
第
二
に
、
継
て
の
君
主
は
、
こ
の
條
約
の
保
障
を
宣
嘗
す
る
。
第
三
に
、
こ
の
會
議
に
於
て
は
、

他
の
如
何
な
る
商
議
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
ε
を
も
禁
止
す
る
。
第
四
に
、
休
職
の
期
問
は
二
十
隼
問
ε
す
る
。
第
霊

に
、
≧
の
條
約
中
に
於
て
智
如
何
な
る
口
實
を
以
て
す
る
を
問
は
ず
、
一
國
は
他
國
に
封
し
て
兵
器
を
執
る
こ
ε
を

許
さ
櫨
る
旨
を
明
瞭
に
宣
言
す
る
。
第
六
に
、
こ
れ
に
蓮
反
し
π
る
場
合
に
は
．
趣
反
國
に
封
し
て
一
般
共
和
國

（
拶
融
5
言
器
鰍
昌
曾
凡
o
）
は
宣
載
す
る
。
第
七
に
、
も
し
休
載
條
約
の
破
棄
を
圏
軌
す
る
國
家
あ
る
ε
き
は
、
其
國

家
は
一
般
の
諸
國
に
封
し
て
、
該
國
家
の
職
闘
行
爲
を
絡
嬉
せ
し
む
る
爲
に
嬰
し
だ
る
総
て
の
費
用
を
負
旛
ぜ
し
め

る
。
第
八
に
、
こ
の
條
約
に
再
度
違
反
し
た
る
國
は
一
般
共
和
國
に
封
し
て
耶
和
同
復
に
要
し
た
る
戦
費
以
上
に
、

四
千
萬
り
ー
ヅ
ル
の
銀
貨
を
支
彿
ふ
ぺ
き
義
務
を
負
澹
す
る
。
第
九
に
、
し
か
し
、
も
し
或
專
制
君
主
に
し
て
、
駿

雫
を
欲
す
る
旨
を
固
軌
す
る
者
あ
る
ε
き
は
、
こ
の
休
載
條
約
の
締
結
に
嘗
つ
て
、
ヨ
亨
ロ
・
パ
外
に
追
放
す
る
。

第
一
〇
に
、
ヨ
7
質
マ
ハ
外
に
邉
放
せ
ら
れ
だ
る
君
主
の
有
す
る
領
地
は
、
他
の
如
何
な
る
特
定
國
に
も
所
縄
し
な

い
。
こ
の
國
家
は
、
翠
に
、
何
鱗
積
極
的
な
る
政
治
的
穫
力
を
有
せ
ざ
る
も
の
ε
暦
倣
れ
る
。
第
二
に
、
如
何
な

る
國
家
も
、
自
國
が
他
國
に
封
し
て
持
ち
得
る
権
利
及
び
主
張
を
失
ム
も
の
で
は
無
い
、
且
こ
の
條
約
の
期
問
浦
了

　
　
　
　
　
國
際
季
和
加
櫛
想
競
遽
の
史
的
畿
蜘
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三



　
　
　
　
　
國
際
亭
和
患
想
畿
逡
ぬ
箆
的
概
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
匹

後
k
於
て
は
．
各
國
は
自
己
の
権
利
を
再
ぴ
實
力
に
よ
つ
て
主
張
し
得
る
。

　
以
上
が
大
艦
に
於
て
其
休
戦
條
約
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
知
る
如
く
、
彼
は
現
實
を
基

礎
し
ε
七
李
和
案
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
杜
會
的
李
和
生
活
に
於
け
る
慣
轡
の
曝
制
力
を
國
際
鮭
會
に
慮
用

せ
ん
ε
し
起
も
の
で
あ
る
。
即
ち
二
十
年
問
の
休
載
に
よ
つ
て
、
諸
國
は
知
ら
ず
識
ら
ず
の
中
に
季
和
が
習
慣
ε
な

ウ
、
從
つ
て
兵
火
を
交
へ
る
が
如
き
こ
ε
は
起
ら
な
い
ざ
説
く
の
で
あ
る
が
、
彼
の
立
論
の
根
擦
を
爲
す
人
間
の
性

情
に
關
す
る
鮎
は
暫
く
措
く
冠
す
る
も
、
二
十
年
間
の
季
和
に
よ
つ
て
諸
國
が
耶
湘
に
慣
れ
、
季
和
が
國
家
問
の
習

慣
ξ
な
る
ピ
の
こ
ε
は
現
在
の
人
々
よ
ウ
劃
駈
す
る
な
ら
ぱ
、
蝕
ウ
に
樂
観
的
な
る
想
像
で
あ
つ
て
、
こ
の
想
像
鉢

國
家
問
の
孚
闘
は
孚
闘
の
慣
智
に
ょ
つ
て
の
み
生
ず
る
ε
断
定
し
得
ざ
る
限
ウ
、
一
の
盛
想
た
る
の
域
を
脱
し
な
い

も
の
ε
謂
は
ざ
る
を
得
囚
。

　
（
糾
）
　
ヨ
孔
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
・
7
オ
ン
・
バ
ル
テ
ン

　
ヨ
ハ
ソ
9
フ
ラ
ソ
ツ
・
7
†
ン
・
バ
ぞ
プ
ン
（
冒
ゲ
駕
昌
男
奏
欝
ぎ
昌
b
僧
拝
窪
）
は
法
律
象
に
し
て
且
詩
人
で
あ
る
。
彼

は
七
年
戦
孚
時
代
ま
で
全
欧
洲
に
澱
る
混
飢
ε
無
秩
序
を
救
は
ん
が
爲
に
革
和
欝
盤
を
登
表
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。

　
彼
拡
先
づ
、
自
己
の
有
す
る
優
れ
陀
る
文
才
に
ょ
つ
て
、
戦
雫
の
惹
き
起
す
凡
ゆ
る
修
駅
ε
困
苦
ε
を
描
寓
し
た
。



即
ち
、
戦
場
に
於
て
は
兄
第
亙
に
相
見
へ
、
歎
千
否
数
百
萬
の
人
々
が
互
ひ
に
相
殺
職
し
、
人
の
血
汐
は
流
れ
て
河

を
成
し
、
肥
沃
な
る
土
地
は
端
野
ピ
化
し
、
繁
華
な
る
都
市
竜
塵
溜
ε
麓
化
す
る
：
・
：
：
み
く
畠
評
穿
・
P
ギ
＆
・
9

鑑”

窪
一
ヨ
導
o
慧
匿
窪
α
窪
殉
践
＆
③
鴨
ぎ
国
嘆
o
饗
塁
二
暮
R
富
一
仲
窪
、
ぐ
凱
oo
・
）

　
職
箏
に
よ
つ
て
惹
き
起
さ
る
、
か
、
る
困
窮
は
、
各
旗
主
や
大
侯
を
刺
蔵
し
て
永
久
の
耶
和
を
實
現
せ
し
め
、
商

業
、
科
學
、
籔
術
を
最
高
の
程
度
ま
で
登
逮
せ
し
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
竜
拘
ら
ず
、
戦
雫
は
依

然
ε
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
は
何
散
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
、
欧
洲
の
緒
國
に
は
、
諸
國
の
上
位
に
位
す
る
も
の
無
き

爲
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
総
て
の
國
家
を
包
含
す
る
李
和
議
會
（
悶
嵩
a
①
”
切
鴇
膏
旨
o
導
）
を
創
設
す
べ
き
必
要
が
あ

る
竃
設
く
り
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ヒ
の
挙
和
議
會
の
開
か
る
べ
き
場
所
は
、
彼
に
よ
れ
ぱ
、
ヨ
ー
”
．
バ
の
中
央
都
市
ε
爲
す
の
が
理
想

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ド
ィ
ッ
に
於
け
る
、
ハ
ム
プ
〃
グ
で
も
、
昌
ユ
ー
ル
ソ
ペ
ル
ヒ
で
も
或
は
ラ
ィ
ブ
チ
ッ
ヒ
で

も
よ
い
。

　
誉
者
は
亦
、
こ
の
議
會
は
、
八
十
八
名
の
議
員
よ
ウ
構
成
せ
ら
る
、
こ
ε
を
望
む
。
憂
欧
洲
の
諸
國
、
ト
ル
コ
も

勿
論
こ
の
議
會
に
代
表
者
を
途
る
。
ポ
ル
｝
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ソ
ス
、
英
國
、
デ
ソ
マ
7
ク
、
ス
ウ
ェ
，
デ

γ
、
ボ
書
ラ
ソ
ド
、
プ
ロ
シ
ャ
、
ナ
ル
ヂ
ニ
ァ
、
ナ
ボ
ジ
、
ロ
シ
ヤ
、
ヨ
聖
ロ
ッ
パ
。
ト
〃
コ
、
ネ
ザ
蓼
ラ
ソ
ド
、

　
　
　
　
鎚
蕨
李
和
思
想
激
逡
の
史
舶
騰
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



　
　
　
　
腎
際
華
和
愚
惣
憂
趨
の
箆
静
畿
叡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
穴

法
王
國
、
ス
キ
ス
及
び
ゼ
ノ
ァ
は
各
々
四
名
の
代
表
者
を
選
出
し
、
登
ド
イ
ッ
よ
ウ
全
膣
ε
し
て
二
十
名
の
代
表
者

を
邊
る
。
こ
れ
等
の
全
議
鍛
の
中
よ
う
四
名
の
議
長
（
汐
密
＝
o
翼
畠
）
ε
四
名
の
副
縫
畏
（
く
一
お
冥
鑑
色
9
言
昌
）
ε

を
任
命
す
る
。
≧
れ
等
の
人
々
が
會
畿
の
高
位
者
ε
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
議
會
は
、
裁
到
斯
ε
し
て
加
入
國
問
の
総
て
の
紛
欝
解
決
の
任
に
當
る
。
先
づ
第
一

に
國
家
的
法
律
が
適
用
せ
ら
れ
、
次
に
、
繭
般
的
な
る
私
法
、
最
後
に
、
臼
然
法
及
ぴ
國
際
法
が
適
用
せ
ら
れ
る
こ

ε
に
な
る
。
叉
判
決
に
當
つ
て
は
、
紛
箏
國
の
法
律
顧
問
は
、
紛
婦
事
仲
に
關
す
る
裁
鋼
官
を
指
命
す
る
こ
ε
を
得

る
。
そ
し
て
、
各
鋼
決
を
爲
す
に
欝
つ
て
は
、
公
正
を
最
高
の
標
準
な
ウ
霊
溝
へ
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
。
な
ほ
、
著
者
は
．

ヒ
の
訴
謎
手
績
に
固
有
な
る
稚
類
だ
方
法
を
考
案
し
、
又
こ
の
審
理
に
使
用
す
べ
き
雷
葉
は
ラ
テ
ソ
語
な
る
べ
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

ε
を
提
議
し
て
ゐ
る
。
か
、
る
経
遇
を
経
て
定
め
ら
れ
た
る
到
決
に
不
服
な
る
者
を
し
て
上
訟
せ
し
む
る
手
段
ε
し

て
、
一
五
名
自
至
二
〇
名
の
裁
判
官
よ
9
成
る
元
老
院
（
ω
o
壁
富
）
を
設
け
、
こ
れ
が
最
高
裁
劃
所
ε
し
て
活
動
す

る
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
き
國
際
的
な
釧
決
に
服
從
せ
ざ
る
國
家
に
は
、
其
服
從
を
張
制
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
す
る
が
爲
に
、
隣

國
及
び
必
要
な
る
揚
合
に
は
、
遠
國
も
共
軍
隊
を
裁
到
所
を
し
て
使
用
せ
し
む
る
。

　
彼
は
大
謹
以
上
の
如
き
季
和
計
叢
を
建
て
だ
の
で
あ
る
が
、
彼
自
ら
も
、
こ
の
方
法
に
よ
つ
て
総
て
の
職
箏
を
防



塵
し
得
る
も
⑳
ピ
信
じ
π
の
で
は
な
ψ
。
何
ε
な
れ
ば
、
蓮
反
國
に
封
し
て
は
．
常
に
實
力
に
訴
へ
る
こ
ε
を
必
要

ε
す
る
か
ら
繕
え
ず
新
し
き
職
醗
に
よ
つ
て
胴
さ
れ
る
こ
ピ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
、
彼
は
自
己
の
計
蓬
の

實
現
さ
れ
る
こ
ε
は
信
じ
な
か
つ
π
が
、
た
だ
、
當
時
の
主
要
な
る
人
々
を
し
て
卒
和
問
題
に
注
意
を
彿
は
し
め
ん

ε
し
た
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
1
5
）
　
ル
ツ
5

　
肚
倉
契
約
挽
の
代
表
者
ピ
し
て
の
ル
ソ
覆
（
因
2
器
欝
）
の
學
読
自
簸
思
想
を
叢
に
詳
述
す
る
の
絵
裕
を
持
た
ぬ
が
、

彼
ガ
、
當
時
の
國
際
釈
態
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
輔
語
は
、
彼
の
季
和
思
想
の
源
流
を
汲
む
に
最
も
適
當
な
る
竜
の

で
あ
る
ピ
信
ず
る
。
即
ち
、
鮪
人
類
の
地
位
を
考
察
す
る
に
當
ウ
、
私
の
第
剛
k
溢
意
す
る
事
柄
は
、
其
組
織
内
に
於

け
る
明
か
な
る
矛
盾
で
あ
る
、
其
組
織
は
常
に
人
類
の
地
位
を
不
安
定
な
る
竜
の
ε
爲
し
て
ゐ
る
。
個
人
封
個
人
、

即
ち
吾
々
は
、
丈
明
瓶
態
に
於
て
且
法
律
の
下
に
於
て
共
生
活
を
な
し
て
ぬ
る
、
然
る
k
國
民
封
國
民
は
、
各
々
自

然
的
な
る
自
由
を
享
有
し
て
ね
る
・
・
：
』
ピ
。
こ
れ
に
よ
つ
て
観
れ
ぱ
、
個
人
は
國
内
に
於
て
は
法
律
に
よ
つ
て
規

律
せ
ら
れ
、
挙
和
幾
態
に
於
て
生
活
す
る
に
拘
ら
ず
、
國
家
封
國
家
の
開
係
に
至
れ
ば
、
全
く
無
法
律
、
無
統
制
の

駅
態
に
在
つ
て
、
張
者
は
賜
者
を
遷
邉
し
、
優
者
は
劣
者
を
強
制
す
る
釈
態
、
即
ち
秩
序
な
き
自
然
擬
態
に
あ
る
。

之
の
霜
に
於
て
彼
は
大
き
な
矛
盾
を
毅
見
し
た
の
で
あ
る
。
國
際
關
係
を
自
然
歌
趨
に
放
置
す
る
ε
き
は
、
其
塵
に

　
　
　
　
回
際
亭
和
脂
隅
惣
臓
購
櫨
の
史
的
撤
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
垂
｝



　
　
　
　
　
國
際
革
和
患
惣
畿
逡
の
史
的
畿
犠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

孚
闘
の
絶
え
間
な
き
こ
ε
は
綱
ム
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
に
、
國
家
ε
國
寒
ε
の
關
係
を
し
て
自
然
歎
態
よ
ウ
秩
序

あ
る
法
律
擬
態
に
入
ら
し
む
る
ζ
ε
が
、
即
ち
李
和
を
確
保
す
る
所
以
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
妓
R
注
意
す
べ
き
は
、
ル
ン
」
軍
サ
ソ
・
ピ
エ
蓄
ル
ε
の
關
係
で
あ
る
、
彼
簿
は
共
年
代
に
於
て
大
し
た
隔
◎
な

《
－
互
に
面
識
の
問
柄
で
あ
つ
だ
。
從
つ
て
、
ル
ン
ー
は
ビ
エ
蓼
ル
の
季
和
論
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
知
悉
し
、

彼
の
挙
和
論
も
、
ピ
エ
，
〃
の
そ
れ
k
よ
つ
て
至
大
な
影
饗
を
受
け
た
の
で
あ
る
、
否
彼
の
軍
和
論
は
、
ピ
エ
ー
ル

の
そ
れ
を
簡
約
準
明
に
救
述
し
泥
も
の
に
外
な
ら
な
い
ε
も
謂
ひ
得
る
。
そ
れ
は
、
ピ
馨
ル
の
世
を
去
う
た
る
後
、

彼
は
ビ
τ
ル
の
卒
和
計
甕
を
改
作
し
π
る
事
實
に
よ
つ
て
明
か
で
あ
る
，
典
改
作
せ
ら
れ
た
も
の
が
即
ち
、
一
七
六

一
年
の
『
ア
ペ
。
ド
ゥ
．
ヅ
ソ
・
ビ
晶
7
ル
氏
の
恒
久
季
和
案
扱
葦
国
彗
『
鉢
分
ギ
畠
傳
階
評
鮮
勺
巽
℃
窪
邑
『
留
客

一
。
ぎ
幕
、
曾
望
葺
も
げ
罧
£
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
名
は
援
葦
で
あ
る
が
、
翠
に
ビ
繭
登
ル
の
革
和
案
を
援
葦
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ζ
の
中
に
は
、
彼
圃
有
の
意
見
が
織
う
込
ま
れ
て
あ
る
ヒ
ε
は
湖
ふ
慶
で
も
な
ψ
。

　
ル
ソ
ー
の
立
論
の
出
駿
勲
を
爲
す
も
の
は
ヨ
；
ロ
．
．
ハ
の
統
一
で
あ
る
。
彼
は
、
全
臥
洲
の
各
國
は
、
同
一
の
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ロ

教
、
同
一
の
國
際
法
、
同
輔
の
道
徳
的
観
念
、
文
字
、
商
業
等
に
逮
つ
て
統
一
せ
ら
る
べ
き
必
要
あ
る
ヒ
ε
を
力
醗

す
る
。
禰
し
℃
、
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
ピ
こ
ろ
の
勢
力
均
衡
制
度
の
如
き
は
簸
國
蝿
を
安
ん
ぜ
し
め
る
所
以
で
は
な

い
。
嶺
れ
ぱ
こ
そ
、
欧
洲
は
常
に
戦
璽
k
よ
つ
て
脅
威
さ
れ
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
好
設
し
か
ら
ざ
る
禺



黍
事
嫁
國
際
條
約
な
る
組
織
に
よ
つ
て
の
み
救
濟
し
得
る
、
ピ
蓮
ぺ
て
ゐ
る
。

　
彼
に
よ
れ
ぱ
、
從
來
行
は
れ
柁
戦
翁
拡
殆
ん
ご
領
主
蓮
の
個
人
的
な
利
盆
を
中
心
ε
し
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ

て
、
國
民
の
意
圏
よ
蚤
出
で
た
も
の
は
稀
れ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
々
は
、
領
露
槽
中
の
戦
躰
を
爲
す
櫓
利
に
制
限

を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
、
何
ピ
な
れ
ぱ
、
職
孚
ε
專
制
主
義
ε
は
相
互
に
密
接
な
る
關
聯
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ピ

し
て
、
領
主
に
封
す
る
不
信
を
披
渥
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
ア
ソ
リ
イ
四
世
の
グ
ラ
ン
。
デ
，
サ
ン
に
於
て
遠
べ

ら
れ
て
ゐ
る
が
如
ぐ
k
、
か
く
不
信
な
る
領
主
達
の
自
由
意
思
に
墓
く
契
約
を
以
て
し
て
は
、
到
底
國
際
的
な
組
織
を

實
現
し
得
ざ
る
故
に
、
強
國
の
賀
力
に
よ
つ
て
の
み
實
現
し
得
る
ピ
な
す
の
で
あ
る
。
彼
は
一
般
ヨ
警
ロ
ッ
バ
の
奉

和
的
秩
席
な
る
観
念
に
は
少
な
か
ら
ず
疑
問
を
懐
い
て
ゐ
た
の
で
あ
洛
が
、
然
し
、
國
際
的
組
織
の
可
能
を
釜
然
疑

つ
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
ψ
。
彼
の
國
際
主
義
は
民
族
國
家
を
出
登
織
ε
し
、
厭
洲
キ
リ
ス
ト
教
國
民
問
の
團
結
を
訟

ψ
て
ゐ
る
が
、
全
人
類
の
白
然
的
結
合
は
認
め
て
ゐ
な
い
。
『
吾
々
が
先
づ
國
民
ε
な
つ
て
≧
そ
、
吾
々
は
人
類
で
あ

つ
た
こ
ピ
に
な
る
』
冠
ψ
ム
の
が
彼
の
見
解
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
に
最
善
の
國
家
麗
織
は

何
で
あ
る
か
、
電
い
ふ
k
、
彼
は
、
小
さ
い
直
接
民
主
國
が
そ
れ
で
あ
る
と
答
へ
る
。
か
く
の
如
き
小
民
主
國
は
隣

國
の
脅
威
を
苑
れ
な
い
故
に
、
こ
れ
を
脱
す
る
方
法
ε
し
て
、
彼
の
主
張
す
る
ε
こ
ろ
は
聯
邦
を
組
織
す
る
こ
ビ
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ル
ン
ー
が
人
類
を
幸
煽
な
ら
し
め
ん
が
爲
の
國
際
組
織
は
、
小
國
に
よ
つ
て
組
成
せ
ら
る
、
聯

　
　
　
　
國
”
際
本
・
和
患
翻
聯
畿
蓮
の
史
的
概
翻
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
・
九



　
　
　
　
翻
襟
革
和
魑
惣
灘
鑑
の
箆
葡
撫
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
〇

郵
れ
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
詳
欝
す
れ
ば
、
個
人
の
肚
會
契
約
に
よ
つ
て
國
蜜
に
設
で
蟹
太
せ
ら
れ
セ
る
小
國
が
．

回
．
⑳
稠
．
壕
的
な
契
約
を
締
結
し
て
、
各
良
に
窟
己
の
主
穫
を
喪
失
す
る
こ
ε
無
し
に
聯
邦
を
形
成
す
る
に
あ
る
。
そ

徽
等
聯
郊
の
組
戒
欄
は
各
自
の
蜜
全
を
保
榛
す
る
爲
に
、
侵
賂
的
な
載
索
を
な
す
典
同
の
敵
龍
封
L
て
は
、
共
同
動

作
を
勤
つ
て
ヱ
れ
に
當
る
。
然
し
、
各
組
成
潤
は
、
か
く
封
外
的
に
は
典
同
動
作
を
執
る
に
竜
狗
ら
ず
、
封
内
葡
に

拡
、
謂
ム
懐
で
も
な
く
、
輔
の
國
寒
な
る
が
散
に
、
樹
歯
に
自
國
の
法
穣
秋
序
を
決
定
し
得
る
。

　
疵
會
契
豹
説
の
代
衷
者
た
る
彼
は
、
以
上
の
如
き
彼
の
斯
論
に
よ
つ
て
其
面
醤
を
魂
は
し
て
ゐ
る
。
其
弛
彼
の
黍

和
紫
叡
於
て
は
3
斯
謂
ゼ
呂
曾
〃
の
苓
和
案
の
叛
葦
た
る
名
に
そ
む
か
ず
、
聯
邦
甜
瓢
威
闘
よ
卦
成
る
常
殼
國
會
の
創

設
、
㌧
薬
愈
員
た
る
資
格
及
び
費
用
の
割
嘗
て
、
締
約
園
領
土
の
保
障
鰹
に
閲
し
て
大
同
小
異
な
虫
張
を
爲
む
て
ゐ
る

が
、
彼
呈
霧
箕
篭
墾
べ
註
、
常
欝
舅
決
麓
老
勢
麺
嬰
馨
望
ε
蓋
る
．
そ
れ

k
よ
れ
耀
、
網
時
的
な
欝
力
の
灘
更
（
五
年
問
以
内
）
を
爲
す
場
合
に
は
、
多
鮫
決
k
よ
ウ
Z
れ
を
決
し
、
維
局
的

な
麓
更
に
徹
三
分
の
二
の
多
歎
決
を
以
て
す
る
ε
な
し
て
ゐ
己
。
か
く
の
如
く
、
彼
の
奉
和
案
は
、
要
す
る
ピ
ニ
電

劃
の
そ
れ
欲
す
薯
L
い
進
歩
を
示
し
た
も
の
ビ
は
謂
ひ
得
な
い
が
、
救
述
の
簡
明
な
る
描
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
給
）
　
（
ル
プ
及
拶
ガ
イ
ヤ
奮
ル
の
署
遙

　
夢
ヤ
ソ
の
フ
ラ
ソ
ン
ア
ー
。
下
ウ
・
ラ
・
（
ル
プ
（
甘
導
国
話
潟
o
『
牙
冨
国
霞
唱
o
）
は
幅
七
六
七
年
に
『
載
雫
の
弊
害



峯
馨
利
盆
ヲ
き
薯
色
。
一
諾
障
き
。
こ
。
器
馨
凝
豊
畠
賢
裟
る
書
を
著
し
弄
常
壽
評

を
博
し
、
フ
ラ
ソ
ス
學
士
院
よ
ウ
金
牌
を
授
與
せ
ら
れ
た
。
著
者
は
、
先
づ
耶
和
の
謝
す
利
盆
を
読
明
し
、
然
る
後
に

栽
學
の
惨
虐
に
よ
つ
て
蒜
起
せ
ら
る
、
恐
怖
を
強
調
し
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
諸
國
斑
は
彼
等
が
相
互
に
相
扉
備
し
、
相

撃
ふ
ヒ
せ
を
止
め
て
、
共
短
の
丈
化
、
共
通
の
利
盆
及
び
同
圃
の
方
法
に
よ
つ
て
確
圃
た
る
全
一
騰
を
構
成
す
る
こ

擢
の
愈
勝
な
る
こ
ε
を
読
い
て
ゐ
る
。
彼
は
更
に
筆
を
轄
じ
て
、
哲
學
者
及
び
帝
王
竜
、
人
問
の
理
性
の
総
て
を
威

化
し
な
サ
れ
催
老
ら
な
い
、
か
く
す
れ
ば
、
將
來
に
於
て
、
封
外
關
係
に
も
亦
遣
徳
が
適
用
さ
れ
る
時
の
來
る
べ
き

に
鴛
濯
蓮
べ
て
ゐ
る
。
然
し
、
實
際
に
於
て
は
、
ハ
ル
プ
の
薯
述
は
、
一
種
の
暴
和
思
想
史
で
あ
つ
て
、
李
和
貴
現

　
　
　
　
　
　
の

の
潟
め
勘
績
或
は
有
致
な
る
耶
和
計
壷
の
立
案
等
の
徽
よ
ウ
観
る
ξ
き
は
、
さ
し
だ
る
債
値
を
有
す
る
も
・
の
ε
嫁
謂

ひ
得
な
い
の
で
あ
6
。
そ
の
故
に
彼
Φ
受
け
た
る
フ
ラ
ソ
ス
學
士
院
賞
は
、
他
の
競
箏
者
よ
う
非
難
を
受
く
る
に
認

〃
髭
め
で
あ
る
』
。
そ
の
非
難
濤
の
一
人
な
ガ
イ
ヤ
U
グ
が
あ
る
。

寅
イ
ヤ
ー
ル
（
O
邑
『
乱
）
は
輩
に
載
雫
を
愴
み
奉
和
を
讃
美
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
問
の
精
紳
は
地
上
に
奉
和
を

確
立
す
べ
替
手
段
を
未
だ
知
ら
な
い
の
で
あ
る
』
か
、
或
は
か
、
る
季
和
賀
現
の
拗
借
に
は
從
ふ
べ
き
ゃ
否
や
、
を
訊
ね

｛
ゐ
る
。
㌘
フ
ソ
ス
流
の
能
辮
を
以
て
、
彼
は
載
孚
に
反
封
し
、
職
雫
は
常
k
野
蟹
的
な
行
爲
な
う
ε
の
見
解
を
有

し
忙
ゐ
る
。
そ
し
て
彼
に
よ
れ
ば
、
所
謂
正
當
な
る
載
雫
は
存
在
し
得
な
い
、
何
ε
な
れ
ぱ
、
如
何
な
る
戦
雫
ε
錐
も

　
　
　
　
國
際
年
和
慰
慰
競
蓮
の
史
的
概
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
願
二



　
　
　
　
　
圃
際
革
和
患
想
臓
逡
ゆ
箆
酌
撫
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
昌
二

雨
嘗
婁
國
が
何
れ
も
正
當
で
あ
ウ
得
な
ψ
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
雁
史
は
、
如
何
な
る
載
争
も
吾
々
を
偉
大

な
ら
し
め
、
叉
幸
繭
な
ら
し
め
る
健
蚕
な
る
手
段
k
あ
ら
ざ
る
こ
ビ
を
漱
へ
て
ゐ
る
。
大
征
服
者
の
総
て
は
、
か
つ

て
は
被
征
服
者
で
あ
つ
た
の
だ
。
魏
在
に
於
て
も
、
載
孚
を
辮
護
す
る
多
く
の
論
者
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

季
和
思
想
は
漸
次
機
展
し
つ
、
あ
る
こ
ε
は
否
み
難
い
事
實
で
あ
る
。
覗
雀
繋
で
に
於
て
、
軍
和
實
現
の
爲
に
は
種

々
の
手
段
が
用
ひ
ら
れ
た
、
蟄
力
均
衡
制
度
、
分
割
行
爲
、
公
盆
的
な
批
雌
、
保
障
條
約
…
・
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

然
し
、
こ
れ
等
絡
て
の
竜
の
は
何
等
の
實
果
を
も
齎
さ
な
か
つ
た
。
吾
々
は
こ
れ
を
如
何
に
し
て
読
明
し
得
る
で
あ

ら
う
か
P
　
彼
に
よ
れ
ぱ
．
そ
れ
は
人
々
が
逮
せ
ん
ε
す
る
大
な
る
究
極
の
目
的
ぜ
手
段
ε
が
正
し
き
關
係
に
置
か

れ
な
ψ
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
に
從
へ
ぱ
、
勢
力
均
衡
制
度
の
如
き
は
、
季
和
の
目
的
ε
相
容
れ
ざ
る
制
度
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ば
、
均
衡
の

突
然
な
る
破
壊
は
、
君
主
問
の
條
約
拠
棄
の
結
果
ε
な
る
か
ら
で
あ
る
。
國
象
内
に
於
け
る
人
間
は
こ
れ
を
強
制
し
、

規
律
し
得
る
が
、
然
し
、
何
人
が
鱈
主
を
強
制
し
得
る
で
あ
ら
う
か
P
　
鼎
霊
自
ら
が
爲
す
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
こ
の
均
衡
制
度
の
如
き
は
、
結
局
挙
和
實
現
の
爲
に
は
何
等
致
果
を
現
し
得
な
い
結
果
ε
な
る
の
で
あ

る
。

然
し
、
輔
方
か
ら
考
へ
る
な
ら
ば
、
國
家
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
か
？
　
國
家
の
存
在
す
る
ε
こ
ろ



に
は
、
吾
人
は
自
己
固
有
の
利
盆
を
全
騰
の
爲
に
犠
牲
ε
す
る
≧
ε
が
必
要
で
あ
る
。
ζ
の
理
由
に
よ
つ
て
、
國
際

奉
和
を
實
現
せ
ん
ε
す
る
に
も
、
各
國
よ
う
成
る
一
般
的
團
禮
を
構
成
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
國
家
内
に
，

於
け
る
遁
常
の
裁
剣
官
の
如
く
に
、
國
際
的
な
交
渉
よ
う
生
じ
た
問
題
を
慮
噺
す
べ
冷
、
強
制
力
を
有
す
る
裁
到
所

を
創
設
す
る
。
≧
れ
こ
そ
は
、
國
際
耶
和
問
題
の
唯
一
の
解
快
策
で
あ
る
ε
、
虫
張
す
る
。
謂
ふ
ま
で
も
な
く
、
各

君
主
は
、
一
般
的
利
盆
の
爲
に
、
叉
彼
等
固
有
の
利
盆
の
爲
に
、
こ
の
鷺
主
の
裁
釧
斯
の
到
決
に
は
服
從
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
こ
の
裁
到
斯
に
於
て
は
、
何
人
が
首
席
ε
な
る
べ
き
で
あ
る
か
P
　
彼
は
、
．
・
フ

ラ
ソ
バ
王
ア
ソ
リ
イ
四
世
を
以
て
こ
れ
に
充
つ
べ
き
で
あ
る
ε
、
な
し
て
ゐ
る
、
そ
の
爲
に
、
フ
ラ
ソ
ス
人
は
仙
國

人
よ
ウ
も
b
卜
高
き
一
の
任
務
を
負
櫓
す
る
≧
ε
に
な
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
及
び
総
て
の
フ
ラ
ソ
ス
の
領
主
達

は
、
サ
ン
・
ピ
エ
『
ル
の
精
帥
を
髄
し
て
耶
和
實
現
の
爲
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ε
で
あ
る
。

　
以
上
は
一
七
六
七
年
一
月
に
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
の
學
士
院
よ
う
院
賞
を
與
へ
ら
れ
だ
る
耶
和
論
の
梗
概
で
あ
る
が
、

彼
は
、
其
後
、
一
七
七
一
ー
ー
七
七
年
ま
で
の
間
に
合
計
（
補
逡
も
含
む
）
七
巻
よ
ゆ
成
る
『
英
佛
封
抗
史
頴
聾
。
断
円
。

牙
蜀
暑
巴
幕
脅
す
宰
畢
。
o
魯
牙
一
．
》
お
醇
窪
幽
を
著
し
、
其
中
に
於
て
も
國
際
耶
和
k
關
し
て
再
考
し
て
ゐ

る
が
、
要
す
る
に
、
國
家
は
、
國
家
内
に
於
け
る
個
人
が
集
合
し
て
國
家
を
形
成
し
泥
る
が
如
く
、
國
家
が
結
合
し

て
一
髄
を
爲
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
ε
の
根
本
思
想
に
於
て
は
、
何
等
異
る
ε
こ
ろ
は
無
い
。

　
　
　
　
國
際
季
和
愚
州
礎
遽
の
史
的
倫
胴
戯
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蕊
三



　
　
　
　
田
際
挙
和
思
惣
鷹
遽
⑳
史
葡
構
犠
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
昌
瞬

　
（
”
）
　
フ
噛
ン
●
り
リ
7
ン
ツ
轟
ル
ド

　
ブ
†
ソ
●
リ
リ
ア
ソ
7
轟
〃
ド
（
く
O
昌
ピ
崇
o
謬
頴
缶
）
は
、
一
七
六
七
年
に
『
新
漏
図
｛
墾
組
織
諸
o
麟
塁
OO
冨
卑
堕
馨
O
o
げ
似
諺
亀
o
』

な
る
内
容
の
豊
富
な
る
書
を
公
に
し
だ
。
同
書
に
於
て
、
彼
は
、
當
時
の
臥
洲
に
於
け
る
戦
雫
飛
態
を
批
判
す
る
に

止
あ
ず
、
キ
ヲ
ス
ト
教
諸
國
問
の
國
際
團
鮭
を
創
建
す
べ
き
こ
ε
を
提
唱
し
、
且
詐
細
に
こ
れ
を
記
越
し
た
の
で
あ

る
o

　
先
づ
彼
は
、
載
孚
の
不
幸
な
る
紹
果
を
描
寓
し
て
、
戦
雫
に
ょ
つ
て
は
老
ψ
も
着
き
も
不
具
ε
な
う
、
乞
食
ピ
な

ケ
、
藝
術
も
科
學
竜
、
商
粟
も
工
業
も
鑑
く
阻
害
さ
れ
、
或
は
全
然
破
壊
さ
れ
て
し
梁
う
の
み
な
ら
ず
、
軍
隊
の
爲

に
莫
大
な
る
國
家
の
生
産
力
は
除
却
せ
ら
る
、
旨
を
読
い
て
ゐ
る
。

　
彼
は
、
載
孚
は
一
の
法
律
上
の
手
績
（
労
o
倉
駐
嘆
9
窃
。
。
〉
な
う
ぜ
の
主
張
を
否
認
す
る
、
何
ε
な
れ
ば
、
合
法
な

る
孚
、
闘
の
特
徴
た
る
當
事
者
分
分
離
、
裁
釧
官
及
ぴ
執
行
官
等
を
職
孚
の
場
會
に
は
鮫
如
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

試
に
、
薯
者
は
國
家
問
の
紛
傘
を
實
力
に
よ
つ
て
解
決
す
る
不
法
な
る
職
幹
の
代
う
に
、
會
議
に
於
て
法
律
に
ょ
つ
て

解
決
す
る
を
最
善
な
る
方
法
な
ウ
ε
主
張
す
る
。
か
、
る
會
議
を
闘
催
す
る
準
備
行
爲
ε
し
て
、
邊
學
に
よ
ウ
て
會

議
を
開
く
べ
き
時
日
及
び
揚
斯
を
決
定
し
、
叉
各
國
は
其
會
議
に
出
席
す
べ
浄
代
表
者
、
各
國
の
代
表
者
の
歎
、
代

憂
考
の
有
ず
べ
き
代
理
樫
及
び
訓
令
等
に
關
し
て
決
定
を
な
す
必
要
が
あ
る
ε
醗
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
食
議



の
任
務
宣
し
て
彼
の
墨
ぐ
る
ピ
ヒ
ろ
は
、
（
一
）
キ
リ
ス
ト
教
國
間
に
於
け
る
償
久
の
準
和
及
び
武
力
の
停
止
。
（
二
）

紬
て
の
土
地
及
び
都
市
の
占
有
は
現
欺
維
持
で
あ
つ
て
、
絡
て
の
攻
守
同
盟
を
禁
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
將
來
に
於
け

る
公
然
た
る
権
利
及
び
合
法
な
る
主
張
を
俘
ふ
ε
≧
ろ
の
邉
去
に
於
け
る
憩
て
の
要
求
の
禁
止
。
（
三
）
ヒ
の
一
般
的

に
し
て
立
法
権
を
有
す
る
會
礒
が
、
將
來
に
於
け
る
総
て
の
必
要
な
る
場
合
に
有
す
る
櫃
能
、
共
紳
黎
な
る
規
定
、
薄

更
及
び
改
善
等
は
、
岡
時
に
國
内
裁
釧
所
に
ε
つ
て
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
．
ハ
の
諸
國
の
常
に
第
哺
位
の
墓
準
ε
な
5
、

最
高
の
墓
本
法
則
た
る
の
役
割
を
演
ぜ
ね
ぱ
な
ら
圃
。
（
四
）
國
際
法
或
は
領
虫
法
（
望
器
宕
辱
＆
巽
盟
韓
o
驚
9
馨
）

の
定
立
。
（
五
）
線
て
の
物
及
び
総
て
の
揚
合
に
於
て
、
國
際
裁
釧
斯
（
屠
註
呂
睾
鼠
σ
§
巴
）
が
訴
睡
裁
到
厨
（
き
蕊
蕊

9§

題曳

箋隔

）
ε
な
る
べ
き
で
あ
る
。
（
六
）
李
和
裁
到
所
（
軍
一
a
o
蕾
鱗
鉱
魯
滞
）
の
揚
所
、
（
七
）
季
和
裁
剣
官
及
び
裁

到
斯
員
共
他
の
歎
、
推
薦
、
逡
暴
、
性
情
及
ぴ
特
質
、
信
用
、
地
位
及
び
品
位
、
俸
給
、
服
襲
、
勲
位
、
紋
章
．
誓

約
及
び
義
務
－
要
求
冷
費
格
、
名
繕
、
特
梅
等
、
（
八
）
裁
釧
所
の
任
務
、
所
畏
の
檀
限
及
び
全
裁
釧
斯
の
最
高
権

（
♂
“
讐
轟
簾
弩
）
（
九
）
國
際
裁
到
所
の
用
語
及
び
公
文
書
、
（
十
）
交
職
國
並
ぴ
に
裁
釧
所
の
全
経
費
の
持
綾
、
（
十
一
）

全
裁
判
所
の
財
源
並
び
に
各
國
の
裁
釧
所
へ
の
献
金
、
（
十
二
）
各
國
の
常
設
駐
在
公
使
及
び
典
必
要
な
る
交
書
馨
の

線
て
に
關
し
て
、
（
十
三
）
暴
鐙
、
訴
訟
費
用
、
裁
決
の
方
法
、
（
十
四
）
総
て
の
訴
瓢
規
定
及
び
裁
鍔
手
績
其
他
，
（
十

五
）
王
位
縫
承
の
場
合
に
於
け
る
各
國
最
高
行
政
官
塵
の
誓
約
及
び
各
國
人
昆
の
宣
誓
行
爲
、
（
十
六
）
鰯
際
裁
剣
斯

　
　
　
　
噺
際
準
和
慰
想
磯
漉
の
史
駒
癌
狸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
匠



　
　
　
　
　
認
隙
李
禰
思
想
嚢
趨
の
史
的
撫
襯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

の
靴
行
規
則
、
（
十
七
）
軍
除
典
他
に
封
す
る
取
扱
ひ
．
（
十
八
）
各
國
の
自
ら
維
捲
す
る
こ
ε
を
要
す
る
軍
除
の
歎
、

以
上
の
如
き
事
柄
を
會
議
に
於
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ε
す
る
。
そ
し
て
、
軸
リ
ス
ト
教
國
は
、
一
の
墓
本
條

約
を
公
式
に
承
認
す
る
こ
ご
に
よ
つ
て
、
一
個
の
苓
和
團
薩
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
薯
者
の
見
解
に
よ
れ
ぱ
、
≧

の
苓
和
團
腫
萄
蔚
留
房
ぴ
9
身
ε
に
腐
す
べ
き
も
の
は
二
十
箇
國
で
あ
つ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
ィ
ソ
、
佛
、

英
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ス
ヰ
ス
、
ヅ
ル
ジ
晶
ア
、
ゼ
ノ
ア
、
ヅ
ご
胴
ス
、
パ
〃
噌
、
篭
ヂ
ナ
（
ル
ッ
カ
及
び
ナ
ソ
・
噂
リ

ノ
を
含
む
）
フ
”
U
レ
ン
ツ
、
法
王
領
、
ナ
ボ
リ
及
ぴ
シ
・
リ
イ
、
デ
ソ
ツ
f
ク
、
諦
ソ
ガ
リ
イ
、
㎡
ー
ラ
ソ
ド
、

プ
纏
シ
ミ
．
ス
ク
‘
U
デ
ソ
、
賢
シ
ヤ
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
季
和
條
約
に
於
て
最
も
鴛
要
な
る
機
關
は
國
際
裁
例
所
で
あ
つ
て
、
ζ
の
裁
剣
斯
は
六
十
九
名
の
裁
鋼
官
に

よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
薯
者
は
こ
の
裁
鋼
斯
は
ド
イ
ツ
の
適
欝
な
癖
に
設
く
べ
き
で
あ
る
ε
謂
つ
て
ゐ

る
。
そ
れ
は
ド
イ
ッ
を
欧
洲
の
巾
心
ε
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
苓
和
裁
鋼
燐
が
國
家
間
の
紛
孚
解
決
の
任
に
醤

る
の
は
謂
ふ
唆
で
も
な
い
こ
ビ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
裁
判
所
は
極
め
て
鍛
要
な
る
機
關
で
あ
る
と
ε
は
勿
論
で
あ

る
が
、
然
し
、
こ
の
裁
判
所
は
黍
和
團
饅
最
高
の
機
關
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
最
高
の
機
關
は
國
際
會
議
で
あ
つ

て
、
こ
の
裁
禦
所
は
國
際
會
畿
に
從
鳩
し
、
國
際
會
議
に
よ
つ
て
共
機
限
の
範
困
を
決
定
せ
ら
れ
る
。
次
に
、
こ
の

裁
釧
勝
に
よ
つ
て
適
用
ぜ
ら
る
べ
き
法
律
は
、
た
だ
に
國
家
問
の
條
約
或
は
こ
の
裁
釧
厨
の
丈
書
に
集
録
せ
ら
れ



た
る
総
て
の
重
要
な
る
國
際
的
な
記
録
が
考
量
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
ず
、
か
り
て
は
ギ
リ
シ
ャ
及
び
ロ
，
齢
、
の

㎎ρ置窪ob

鼠
瀞
脇
及
び
十
二
炎
法
が
さ
う
で
あ
つ
た
様
に
、
會
議
に
於
て
協
定
せ
ら
れ
た
る
法
典
が
考
慮
せ
ら
れ

る
。

　
な
ほ
、
不
和
を
維
持
す
べ
き
方
法
ε
し
て
彼
の
述
べ
る
ε
こ
ろ
は
、
各
國
は
堺
和
團
膿
を
構
成
し
た
る
當
時
の
駅

態
、
つ
設
り
現
幾
維
持
を
原
則
ε
し
、
各
國
ε
も
他
國
の
國
内
事
件
に
干
渉
す
る
こ
ε
を
禁
ず
る
。
こ
の
外
に
、
更

に
卒
和
の
保
障
を
確
實
に
せ
ん
が
爲
に
、
欧
洲
の
各
元
首
は
、
か
く
不
干
渉
の
髄
務
を
有
す
る
≧
ε
を
其
即
位
の
場

合
に
誓
約
す
る
の
で
あ
る
。
耶
和
團
騰
を
破
壊
し
、
或
は
誓
約
に
蓮
反
し
泥
る
國
家
に
封
し
て
は
、
先
づ
警
告
を
壁

す
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
に
慮
燈
ざ
る
場
合
に
於
て
、
始
め
て
實
力
を
使
用
す
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。
か
、
る

場
合
の
爲
疲
、
箸
者
は
、
季
和
團
髄
ε
し
て
の
軍
隊
を
必
要
す
る
こ
ピ
を
説
い
て
ゐ
る
、

　
大
略
上
述
の
如
き
方
法
に
よ
つ
て
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
國
間
の
季
和
を
實
現
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
が
、
≧
れ
を

以
て
究
極
の
目
的
を
蓮
し
得
だ
ウ
ε
な
す
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
敷
諸
國
問
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教

國
ε
非
キ
リ
ス
ト
教
國
聞
の
耶
和
を
も
達
成
す
る
こ
置
、
即
ち
全
世
界
の
耶
和
賓
現
を
以
て
絡
局
の
目
標
ε
す
る
。

　
（
18
）
カ
ー
ル
・
ゴ
．
卜
口
7
。
ギ
』
ン
ラ
ル

　
ヵ
じ
“
・
ゴ
ッ
ト
ロ
プ
・
ギ
島
ソ
ヲ
ル
（
国
毘
O
o
琶
呂
O
警
島
R
）
は
吋
七
八
七
隼
に
『
季
時
に
於
け
る
欧
洲
國

　
　
　
　
　
國
際
華
和
懸
想
臓
擁
の
史
的
概
瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



　
　
　
　
隣
際
不
和
恩
葱
窺
趣
ゆ
塵
的
鱗
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
轟
八

際
法
頃
蓉
笈
爵
島
9
く
禽
誉
唾
9
探
ぎ
ギ
尉
＆
窪
鑓
霧
蓋
を
著
は
し
、
そ
の
中
の
輔
鰯
に
於
て
、
國
民
の
融
會
鹸
紬

合
を
取
扱
つ
て
ね
る
。
彼
は
國
際
肚
會
の
種
類
に
關
し
、
杜
會
學
的
見
地
よ
む
し
て
理
論
を
展
開
し
、
自
然
法
論
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

ε
し
て
有
名
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
・
ウ
ォ
ル
フ
（
9
昏
静
冨
薯
0
5
が
諸
國
厩
は
肉
然
に
ょ
う
世
界
國
を
構
成
す
べ
き

で
あ
る
ε
の
思
想
ξ
箏
つ
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
世
界
は
ー
勿
論
認
1
即
．
バ
竜
！
一
の
國
民
的
な
共
和
國

（
く
α
穿
R
器
℃
魯
穿
）
ε
考
へ
ら
る
、
故
に
、
國
家
問
に
も
依
然
ε
し
て
合
意
が
律
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
人
々
は
自

由
意
思
に
墓
く
國
民
の
証
會
を
豫
定
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
國
民
よ
ウ
形
威
さ
れ
る
融
會
の
各
員
は
、
各
國
民
の
共

同
利
盆
の
爲
に
必
要
な
る
行
爲
を
爲
す
べ
き
義
務
を
負
耀
し
、
必
要
な
る
場
合
に
は
張
制
力
を
行
使
し
得
る
の
で
あ

る
。
』

、
か
く
冨
誓
ロ
．
メ
の
諸
園
堤
を
M
の
共
和
圓
に
形
成
せ
ん
ε
す
石
に
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
か
ン

老
れ
に
封
し
、
彼
は
、
ア
ソ
リ
イ
四
世
及
び
サ
ソ
・
ピ
ニ
警
ル
の
案
を
癌
べ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
殴
灘
諸
國
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ

勇
成
る
共
和
國
に
は
、
國
蒙
の
梅
力
に
優
越
す
る
、
よ
り
高
き
穫
力
の
存
准
を
認
め
な
ψ
。
然
ら
ば
、
國
家
闘
の
孚

闘
は
如
何
な
る
手
段
に
よ
つ
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
や
の
問
題
が
生
じ
て
楽
る
。
彼
は
こ
れ
に
封
す
る
方
法
ε
し
て
裁

到
斯
の
設
立
を
提
唱
す
る
。
し
か
し
、
裁
到
所
は
超
國
家
的
な
機
關
で
は
な
く
し
て
、
箪
に
輔
の
國
際
的
な
仲
裁
裁

釧
所
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
必
要
な
る
場
倉
に
は
共
釧
決
を
執
行
す
る
爲
に
強
制
力
を
行



使
す
る
ヒ
ピ
を
要
す
ピ
す
る
。

　
彼
は
以
上
の
郊
き
奉
和
案
を
提
議
す
る
の
で
あ
る
が
．
こ
の
國
際
的
な
思
想
の
輿
現
に
は
大
な
る
信
を
置
ψ
た
も

の
ε
は
謂
へ
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
は
同
書
の
他
の
箇
斯
に
於
て
、
政
治
的
な
鋤
力
均
衡
を
厨
究
す
る
際
牝
、
現
行
の

國
家
制
度
k
於
て
國
際
的
な
挙
和
組
織
が
實
現
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
ご
を
述
べ
、
彼
が
唱
導
し
た
る
が
如
き
種
類

の
瞬
家
聯
合
は
殆
ん
ご
考
べ
程
な
い
ε
主
張
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
彼
は
自
ら
の
挙
和
案
を
提
供
し

な
が
ら
、
共
貸
現
に
は
大
な
る
疑
ひ
を
懐
い
て
ゐ
だ
も
の
ε
観
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
偲
）
　
一
七
八
七
年
の
奉
和
案

　
一
七
八
七
年
に
一
無
名
士
は
、
歴
史
、
政
治
、
丈
學
等
の
記
事
の
揚
載
せ
ら
れ
る
ド
イ
ヅ
の
一
難
誌
に
嘩
世
界
に

於
け
る
，
一
般
的
且
恒
久
的
季
和
の
可
能
に
關
す
る
思
想
康
麓
国
8
ぎ
β
傷
R
鼠
8
誉
ぽ
寄
犀
o
ぎ
窃
曽
凝
窪
o
ぎ
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

唱
民
o
註
σ
q
窪
悶
幕
牙
儲
ぎ
畠
窪
妻
繹
』
な
る
論
交
を
掲
げ
て
、
職
雫
の
暴
虚
を
放
棄
し
て
、
國
家
問
の
朋
係
を
よ
ヶ

よ
き
幾
態
に
導
く
べ
き
握
案
を
な
し
た
の
が
、
以
下
に
於
て
肢
述
せ
ん
ε
す
る
蝋
七
八
七
年
の
奉
和
案
で
あ
る
。

　
彼
に
よ
れ
ば
、
騨
は
軍
除
を
通
し
て
作
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
亦
、
耶
和
的
な
組
織
を
通
し
て
も
作
用
す

る
。
そ
し
て
、
吾
々
が
人
類
の
爲
に
善
に
し
て
有
盆
な
ウ
ε
な
す
も
の
よ
ウ
、
総
て
の
カ
を
希
望
し
要
求
す
る
こ
ε

が
吾
々
の
義
務
で
あ
る
。
今
吾
々
が
季
和
を
維
持
せ
ん
が
爲
に
は
、
恰
も
ド
イ
ッ
帝
國
の
如
く
、
全
世
界
の
総
て
の

　
　
　
　
団
際
耶
和
愚
懲
嚢
澹
の
更
的
概
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昆
九



　
　
　
　
　
國
際
苓
和
愚
想
褒
逡
の
奥
駒
織
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
麗
O

國
家
が
聯
合
國
家
的
な
組
織
を
爲
し
、
そ
の
親
織
饅
の
有
す
る
輔
般
裁
釧
斯
（
鉱
慈
誘
。
剛
O
＆
畠
富
ぎ
、
）
が
載
孚
の

原
因
ε
な
る
べ
き
総
て
の
紛
㌍
を
解
決
す
る
に
あ
る
、
ε
す
る
。
こ
の
裁
鋼
所
は
適
欝
な
地
域
に
在
る
こ
ε
を
要
す

る
。
著
者
は
、
ヨ
寧
・
ジ
バ
の
海
嫌
に
近
き
地
を
以
て
最
善
ε
し
て
ゐ
る
、
そ
れ
は
、
聯
合
國
家
の
艦
隊
が
指
令
を

受
け
る
k
好
都
合
な
る
が
散
で
あ
る
。
又
こ
の
裁
到
所
の
裁
到
官
は
、
総
て
の
國
象
が
推
薦
せ
ら
れ
た
人
々
の
中
か

ら
選
揮
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
。
そ
し
て
又
、
薯
者
は
、
裁
鋼
官
の
地
位
及
ぴ
獅
立
性
を
確
保
せ
ん
が
爲
に
、
多
バ
の

條
件
を
定
め
て
ゐ
る
が
、
結
局
こ
の
裁
鋼
官
も
一
般
的
に
謂
へ
ば
、
矢
張
ウ
昏
國
の
通
常
の
裁
劉
官
の
裁
到
樫
に
は
服

す
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。
紛
璽
審
件
を
裁
到
す
る
場
合
に
は
全
裁
鋼
営
の
田
庸
を
必
要
ε
し
、
多
歎
決
に
よ
つ
．

て
到
決
を
下
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
叉
裁
到
長
は
一
ケ
月
或
は
そ
れ
以
下
の
期
問
を
定
め
て
輪
番
に
交
代
し
、
以

て
公
季
を
期
せ
ん
ε
し
て
ぬ
る
。
そ
し
て
、
ヒ
の
裁
到
所
は
國
家
問
に
畿
懲
し
だ
紛
燈
辮
件
に
關
し
て
の
み
管
轄
穂

を
有
す
る
こ
ε
が
原
則
で
あ
つ
て
、
國
内
事
件
に
關
し
て
は
、
も
し
こ
の
裁
，
釧
所
が
干
奥
せ
ざ
る
ε
き
は
、
革
命
を

惹
起
し
、
共
結
果
全
聯
合
國
家
の
利
盆
が
侵
害
せ
ら
れ
る
が
如
き
場
合
に
於
て
の
み
裁
判
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
薯
者
も
亦
、
彼
の
先
人
逡
が
主
張
し
詑
る
が
如
く
、
各
國
は
其
領
土
に
關
し
て
は
現
状
を
．
維
持
す
べ
き
も
の
で
あ

つ
て
、
各
國
は
、
一
般
的
な
る
大
規
模
の
正
義
の
團
結
及
び
季
和
の
剛
結
を
螺
か
ん
ε
す
る
よ
う
竜
、
將
來
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
む

る
不
確
實
な
る
慾
望
を
拠
棄
す
る
方
が
よ
，
よ
き
方
法
な
る
こ
ε
を
常
k
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
ビ
な
し
て
ゐ
る
。
か



く
の
如
き
構
造
を
有
す
る
結
合
條
約
に
よ
つ
て
、
各
國
は
自
己
の
軍
備
を
縮
少
し
得
る
こ
ε
は
自
明
の
理
で
あ
る
が
、

聯
合
自
身
も
國
際
裁
到
所
の
釧
決
を
實
現
せ
ん
が
爲
に
は
、
必
要
な
る
揚
合
に
は
、
全
聯
合
國
よ
ウ
成
立
す
る
國
際

軍
を
以
て
強
制
を
爲
す
必
嬰
を
生
ず
る
揚
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
沓
國
は
自
國
内
の
秩
序
維
持
の
爲
に
常

備
の
陸
軍
を
有
す
る
ε
同
時
に
、
大
海
軍
を
有
す
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
軍
隊
に
よ
つ
て
成
立
す
る

轍
般
陸
軍
（
』
鴨
目
甑
需
出
・
9
）
は
、
‘
常
に
國
際
裁
釧
傷
の
到
決
を
軌
行
す
る
役
目
を
爲
し
、
叉
一
般
海
軍
（
註
、

σq

）
は
海
軍
國
に
封
し
て
剣
決
を
執
行
す
る
役
目
を
果
す
の
で
あ
る
。

　
薯
者
は
、
こ
の
季
和
案
を
完
成
せ
ら
れ
だ
も
の
ε
な
す
の
で
は
な
く
し
て
、
一
の
理
想
な
う
ε
す
る
の
で
あ
る
、

何
ε
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
一
時
に
實
現
せ
ら
る
、
も
の
に
あ
ら
ず
ル
て
、
た
ぜ
漸
進
的
に
實
現
さ
れ
得
る
の
み
な
る

が
故
で
あ
る
。
然
し
、
季
和
は
一
の
圃
結
に
よ
り
て
の
み
實
現
し
得
る
ε
な
す
の
は
著
者
の
確
定
的
数
思
想
で
あ
る
。

然
し
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
方
法
が
あ
る
。
即
ち
、
國
家
間
の
扮
孚
は
、
聯
合
裁
劃
所
に
委
ね
る
代
う
に
、
任
意
に

仲
裁
・
々
釧
に
よ
つ
て
解
決
し
得
る
し
、
叉
鋼
決
の
執
行
は
國
際
的
な
カ
に
よ
ら
ず
し
て
國
家
的
な
カ
に
も
よ
う
得
る

し
、
叉
裁
判
所
に
よ
つ
て
法
規
を
適
用
せ
し
め
ず
し
て
、
他
の
種
か
な
る
制
度
に
委
ね
る
こ
ご
も
出
撫
る
の
で
あ
る
。

然
し
冷
薯
者
は
≧
れ
等
の
方
法
を
排
拒
し
、
こ
れ
等
に
よ
つ
て
は
恒
久
の
黍
和
を
將
楽
す
る
こ
ε
は
不
能
で
あ
る
ε

す
る
。
そ
ヒ
で
最
後
の
問
題
ε
し
て
、
如
何
に
し
て
こ
の
計
叢
を
實
現
す
る
か
ざ
謂
ふ
に
、
著
者
は
、
三
四
の
強
園

　
　
　
　
刷
糠
季
和
愚
想
畿
鷺
の
史
的
窺
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
四
脚



　
　
　
　
慶
濠
準
和
慰
馨
嚢
擁
の
史
静
概
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
国
二

が
聯
合
を
繍
結
す
れ
ぱ
、
他
の
賭
圃
は
、
詑
ε
へ
こ
の
聯
合
に
入
る
を
欲
し
な
い
揚
合
に
於
て
も
、
こ
の
聯
合
の
撤

璽
観
ら
れ
る
之
ε
を
怖
れ
て
、
俺
郷
強
制
す
る
≧
ε
な
し
に
．
自
ら
聯
倫
に
加
入
す
る
に
至
る
ε
説
く
。
叉
著
者
は
、

か
、
葛
季
和
掴
燈
の
構
成
に
よ
つ
て
受
く
る
利
盆
ε
し
て
は
、
正
義
、
科
學
及
ぴ
藝
術
、
こ
れ
等
は
以
前
に
於
て
は

戯
奪
起
菰
つ
て
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
奉
和
の
中
に
こ
れ
を
伸
張
す
ξ
こ
ε
を
得
、
完
全
な
る
登

蓮
に
導
く
こ
ε
を
得
る
。
國
際
組
織
な
く
ば
、
各
図
の
保
護
の
下
に
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
だ
ε
こ
ろ
の
財
貨
は
、
更
に

ま
落
弼
葡
の
爲
に
使
朗
せ
ら
る
、
こ
ε
、
な
ウ
、
総
て
の
國
家
の
槽
利
は
、
大
國
ε
同
様
に
小
國
の
も
の
も
聡
め
ら

るも

莚
至
蚤
こ
ε
等
を
暴
げ
て
ゐ
る
。

　
（
如
）
　
ベ
ン
サ
ム
の
箪
和
鶴

　
英
圃
の
哲
學
者
ゼ
レ
ミ
イ
・
ペ
ソ
ナ
ム
（
閤
器
旨
鴇
bご
。
糞
試
3
y
竜
鰍
洲
賭
嗣
の
團
結
を
立
案
し
た
者
の
一
人
で
あ

る
。
一
・
彼
の
奉
和
案
は
一
八
四
三
鶴
に
ボ
，
リ
ソ
ダ
（
閃
o
壽
凶
茜
）
に
よ
つ
て
他
の
繍
々
の
論
醗
ε
共
に
公
飛
せ
ら
れ

鷺
の
ぐ
あ
乃
が
、
彼
の
こ
の
論
醗
は
、
既
歳
一
七
八
六
年
自
至
一
七
八
九
碓
の
問
に
於
て
書
か
れ
た
の
で
あ
つ
銘
。
欝

結
既
細
彼
は
、
敷
多
く
の
藩
轡
に
よ
つ
て
典
名
を
顯
は
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
功
利
主
義
は
末
だ
圓
熟
の
域

駕．

は
蓮
し
て
ね
な
か
つ
た
の
で
、
彼
の
こ
の
季
和
思
想
は
、
種
々
の
科
學
的
な
枝
條
を
生
長
せ
し
む
る
一
の
補
助
手

段建

な
つ
髭
わ
け
で
あ
る
。
㎡
，
ジ
ン
グ
が
最
初
に
公
刊
し
た
ε
≧
ろ
の
、
國
際
法
に
關
す
る
彼
の
『
國
際
法
原
理



覧
蓋
憲
。
婁
§
§
巨
ご
護
（
多
玄
全
集
笙
藩
に
牧
鎌
せ
ら
れ
る
）
は
、
篁
講
、
國
際
法
の
目
的
、

餐
二
壕
謡
繍
様
法
の
主
膿
成
は
法
域
の
人
格
酌
範
園
、
第
三
講
、
原
因
及
び
結
果
の
鐵
よ
う
考
察
し
た
る
職
雫
、
第

翻
構
♪
一
般
酌
汲
び
侮
久
的
暴
和
案
、
な
る
題
月
を
鮒
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
惚
。
こ
れ
等
の
中
、
第
四
講
を
徐
き
て

は
評
．
直
接
國
際
奉
和
龍
關
係
な
き
が
如
き
題
名
で
あ
る
が
、
し
か
も
其
内
容
に
於
て
は
、
第
哺
講
及
び
第
三
講
は
國

際
革
和
の
蓮
成
土
極
め
て
絡
接
な
る
牽
蓮
を
有
す
る
が
散
淀
、
そ
れ
鱗
の
主
要
な
る
部
分
に
榊
瞥
を
奥
へ
る
之
ε
織

決
し
｛
無
意
味
な
る
こ
ピ
で
は
な
い
。

第
腕
購
億
．
錆
ふ
2
で
も
な
く
、
画
際
法
の
何
葡
を
取
扱
つ
彪
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
先
づ
署
し
世
界
2
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

民
が
旧
殺
酌
療
潤
襟
法
典
を
備
へ
ね
催
な
ら
な
ψ
ε
す
ゐ
な
ち
ば
、
彼
の
月
的
ε
し
て
、
彼
は
何
を
提
議
す
る
で
あ

ム
う
か
ぞ
　
蕊
｛
の
鋼
民
の
鎚
麺
に
し
て
且
奉
等
な
る
利
盆
ε
い
ム
こ
ε
が
彼
の
慧
向
で
あ
夕
、
彼
の
義
務
で
あ
ら

う
ゆ
特
定
國
民
の
爲
に
行
動
し
て
ゐ
る
ε
こ
ろ
の
特
定
の
立
法
者
は
、
こ
の
世
界
の
市
民
ε
同
檬
で
あ
る
べ
き
義
務

惹
有
す
る
で
あ
ら
う
か
？
　
叉
有
し
な
い
で
あ
ら
う
か
P
』
ε
質
欄
し
、
叉
彼
は
、
コ
國
の
主
穫
者
怯
飽
画
人
の
利

盆
の
爲
に
．
彼
の
人
民
の
利
盆
を
犠
牲
に
す
ぺ
き
で
あ
乃
か
P
』
ε
の
捷
問
を
提
閏
し
て
ゐ
る
。
こ
の
質
問
こ
そ
は
、

嗣
際
辱
翻
に
關
す
る
楓
本
的
な
要
諦
に
鯛
れ
ね
も
の
で
あ
つ
て
、
主
権
者
が
他
國
民
或
は
他
國
の
澗
盆
を
考
慮
し
な

炉
場
合
蹴
は
、
或
衝
突
を
惹
趨
す
る
こ
ピ
は
菟
れ
な
い
勢
で
あ
る
。
そ
れ
数
に
、
彼
怯
亀
『
主
権
者
が
、
他
姻
莚
關
し

　
　
　
　
鰯
際
率
廓
溜
纒
競
櫓
の
史
的
概
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



　
　
　
　
口
際
雫
和
晟
醤
登
趨
ゆ
嵐
的
瀧
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
四
囚

自
己
の
行
動
を
規
律
せ
ん
ピ
す
る
な
ら
ぱ
、
一
般
的
家
目
的
ー
地
球
上
の
総
て
の
國
禺
の
最
も
大
な
る
幸
顧
ー
！

に
着
眼
す
る
こ
と
以
外
の
方
法
に
よ
つ
て
は
、
彼
自
身
の
特
定
の
目
的
に
淫
す
る
に
適
當
な
る
手
段
は
無
い
』
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
般
的
な
る
法
典
の
存
在
は
、
各
國
を
し
て
霞
己
の
特
窟
の
図
的
を
邊
求
す
る
に
當
つ
て
洵
に

望
ま
し
き
こ
冠
で
な
け
れ
ば
な
ψ
。
而
し
て
彼
が
一
般
的
な
る
國
際
法
の
闘
的
ε
し
て
揚
ぐ
る
も
の
は
次
の
如
く
で

あ
る
。

一
、
特
定
の
國
民
k
封
す
る
國
際
法
の
第
輔
の
目
的
は
、
自
國
の
特
定
の
蟻
瓢
に
淀
意
を
梯
ム
こ
ε
は
別
ε
し
て
、

　
他
の
各
圃
民
に
何
等
の
不
利
猛
を
加
へ
な
い
榛
な
内
容
を
有
す
る
嗣
般
的
利
益
（
鑑
一
ぞ
鵯
轄
邑
）
で
あ
る
。

一
一
、
・
第
二
の
目
的
は
ー
ー
霞
國
の
特
定
の
幸
編
に
注
意
を
沸
ふ
の
は
別
ε
し
て
、
他
の
諮
國
に
斑
能
な
る
最
大
の
善

　
（
け
ぎ
讐
8
汀
曾
讐
＆
晒
誘
喜
ε
を
爲
す
が
如
き
内
容
を
有
す
る
一
般
的
利
釜
で
あ
る
。

三
、
第
三
の
圓
的
は
ー
特
定
園
が
、
他
の
各
國
の
幸
爾
に
適
嘗
な
る
注
意
を
佛
ふ
こ
ε
は
別
ε
し
て
、
そ
れ
等
の

　
國
々
よ
多
何
等
の
加
害
を
も
受
け
ざ
る
が
如
き
内
容
を
有
す
る
一
般
的
利
麓
で
あ
る
。

四
、
第
辺
の
目
的
怯
ー
か
、
る
國
家
が
、
ヒ
れ
等
の
諸
國
の
幸
編
に
鰍
し
て
渡
憲
を
沸
ふ
の
は
別
ε
し
て
、
飽
の

　
総
で
の
國
家
よ
ウ
可
能
な
る
最
大
の
敷
果
（
浮
o
噸
o
暮
o
ω
け
℃
9
。
・
筐
o
竃
需
簿
）
を
憂
く
る
が
如
き
内
容
を
有
す
る

　
一
般
的
利
盆
で
あ
乃
。



五
、
第
玉
の
目
的
は
1
載
禦
の
掲
合
k
は
、
追
求
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
蓄
の
獲
得
ε
共
に
、
可
能
な
る
最
少
限
度
の

　
悪
（
弾
ぎ
湿
答
哨
豆
静
ざ
窪
蝕
）
を
生
ぜ
し
む
る
が
如
き
規
定
を
な
す
こ
ε
で
あ
る
。

　
彼
は
、
、
槻
際
法
の
偶
的
虐
し
て
、
か
く
の
如
き
五
個
を
畢
げ
て
ゐ
る
。
彼
の
こ
の
主
張
及
び
用
藷
に
於
て
、
霧
々

は
、
彼
の
功
利
主
義
蔚
π
る
の
面
臼
躍
如
π
る
も
の
あ
る
こ
ε
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
乃
。
國
際
聞
に
各
自
の
孚
ひ

を
裁
箭
す
べ
き
確
固
π
る
闘
際
裁
銅
斯
の
創
設
せ
ら
れ
ぎ
る
限
う
、
憎
國
は
他
聞
の
利
盤
を
機
牲
ε
し
思
編
己
の
繧

利
を
強
瀦
せ
ん
ε
す
る
戦
撃
行
爲
は
、
葦
し
遜
け
得
な
炉
ヒ
ε
で
あ
る
か
も
知
れ
菰
ψ
が
、
然
し
彼
賦
、
晦
載
孚
は
最

太
規
模
の
顯
戯
な
ウ
箋
震
置
目
馨
黒
亀
看
畠
9
。
犀
吸
畠
鈴
肋
8
一
a
ε
騨
し
て
、
季
時
に
於
け
る
國
家
間
の
不
和

の
原
因
或
抵
載
孚
の
原
圃
を
な
す
も
の
ε
し
て
、
第
踊
に
、
雨
當
事
園
に
よ
つ
て
主
張
せ
ら
れ
る
室
虚
な
畜
蕊
位
縦

關
す
る
維
承
権
の
不
確
定
、
第
二
に
、
隣
國
に
於
け
る
國
内
前
葛
籐
、
第
三
に
、
事
實
上
に
於
け
ろ
ピ
、
親
念
上
に

於
け
る
ε
を
問
は
ず
、
限
界
の
不
確
實
、
第
四
に
、
一
當
事
國
或
は
他
の
奮
購
國
に
よ
つ
《
爲
寒
れ
な
る
霧
鹸
見
の

限
界
の
不
確
實
、
第
五
に
、
最
近
に
行
は
れ
た
る
張
制
的
な
護
歩
に
よ
る
嫉
観
．
第
六
に
、
如
何
な
る
原
因
に
圃
る

を
問
は
ず
．
近
接
せ
る
圃
家
聞
に
起
つ
た
紛
争
或
は
職
孚
、
第
七
に
、
宗
轍
的
惜
悪
、
を
暴
げ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の

原
因
よ
多
惹
き
起
さ
る
、
圃
家
湖
の
衝
突
を
回
避
す
ぺ
き
手
段
ε
し
て
は
、
第
噌
に
．
慣
習
に
よ
つ
て
確
立
せ
ら
れ

沈
う
慧
驚
べ
ら
る
、
不
丈
法
の
統
一
で
あ
6
、
第
二
歳
、
棄
だ
確
定
せ
ら
れ
ぎ
る
総
て
の
鮎
、
即
ち
二
樋
陶
の
籾
麓

　
　
　
　
購
際
挙
徽
息
惣
臓
槍
の
鹿
葡
畿
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
圏
孟



　
　
　
　
國
際
革
和
恩
想
鷺
繍
の
史
的
鷹
醜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

の
衝
突
を
來
す
虞
れ
あ
る
多
く
の
顯
に
9
い
て
ジ
新
國
際
法
を
定
立
す
る
こ
ピ
で
あ
う
、
第
三
起
は
、
画
内
法
花
る

ε
國
際
，
法
た
る
ε
を
問
は
ず
」
維
て
の
法
律
の
態
様
を
完
成
す
る
こ
．
篭
で
あ
る
、

第
三
講
に
於
て
は
、
彼
ば
專
ら
こ
れ
等
戦
孚
の
療
因
、
結
果
に
關
す
る
淘
題
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
。
彼
が
戦
雫
の
主

な
る
原
因
ビ
も
、
其
解
決
策
の
齢
ビ
し
て
畢
ぐ
る
ε
こ
ろ
の
竜
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

画
、
市
民
の
利
盆
が
原
困
ぜ
職
る
ざ
こ
ろ
の
、
一
画
の
市
民
の
他
國
の
権
厨
に
剴
す
る
事
實
上
の
或
拭
表
児
葡
嫁
乃

加
害
、

　
イ
、
一
般
的
な
る
加
簿
．
共
防
禦
方
法
i
他
の
主
梅
者
の
臣
疑
に
封
し
、
魯
主
横
者
の
臣
民
の
主
張
を
清
箕
す

　
　
る
こ
ε
。

　
ワ
、
商
業
上
の
競
孚
、
財
穫
織
の
俊
書
に
よ
る
隅
曇
的
な
加
轡
、
典
防
禦
方
法
－
商
業
の
U
般
蘭
自
由
、

二
、
主
構
者
の
利
盆
或
は
主
張
k
搬
く
、
一
國
市
昆
の
他
國
市
民
に
渕
す
る
癖
鍵
上
の
或
は
衷
厨
上
の
慢
害
、

　
イ
、
，
畿
承
穂
に
關
す
る
紛
射
貞
共
防
禦
方
法
i
篠
限
の
清
算
．
蟄
律
難
系
の
完
成
、

三
實
際
上
馨
竈
念
上
砦
ε
を
問
は
ず
、
國
繋
關
す
る
紛
堺
・
其
防
禦
嘉
ー
1
構
源
の
清
算
、
實
際

　
　
上
造
ち
れ
た
る
境
界
の
設
定
、
法
律
鰹
系
の
完
成
、
取
締
、

　
ハ
、
領
土
の
慢
犯
よ
む
生
ず
茄
紛
争
．



　
晶
、
稲
服
計
愛
、
其
防
禦
方
法
ー
ー
防
禦
聯
合
（
9
島
繕
馨
ご
臼
亀
留
ぎ
需
）
防
禦
同
盟
」
｝
般
的
保
隊
、

　
ホ
～
商
業
濁
占
計
欝
、
弱
者
に
封
す
る
強
者
の
傲
慢
、
一
國
の
他
國
に
掛
す
專
横
、
共
防
禦
方
法
1
ー
防
禦
聯
合
、

　
　
保
有
す
べ
き
軍
除
の
鍛
を
制
限
す
る
條
約
、

　
へ
、
征
服
の
脅
威
》
共
防
禦
方
法
ー
防
禦
聯
合
、

　
ト
、
新
登
見
地
に
關
す
る
紛
孚
、
其
防
禦
方
法
｛
登
見
の
可
能
な
る
図
的
物
k
關
す
る
事
前
の
協
定
、

　
チ
、
國
内
の
葛
籐
へ
の
加
入
（
新
政
府
の
承
認
拒
縄
問
題
等
が
屡
辱
職
静
の
原
因
ε
な
る
こ
ε
を
述
べ
て
ゐ
る
）

　
り
、
宗
教
の
爲
に
起
つ
だ
加
害
、
其
防
禦
方
法
ー
信
致
自
由
の
進
渉
、

　
ヌ
、
國
務
大
臣
の
利
猛
声
共
防
禦
方
法
－
有
敷
な
る
舗
定
の
給
料
を
與
へ
る
こ
ε
、

　
叉
彼
は
、
職
争
の
他
の
方
面
よ
う
観
察
し
て
、
職
孚
を
三
種
に
分
つ
て
ゐ
る
。
共
一
は
、
善
意
の
戦
争
（
ぎ
鼠
ま
。

壽
話
）
で
あ
釧
、
共
二
は
西
戴
惰
に
墓
く
職
孚
（
藍
誘
駄
℃
胡
旨
呂
で
あ
ウ
、
共
三
は
、
野
心
或
は
傲
慢
、
叉
は
張

奪
に
基
く
戦
孚
（
話
擁
駄
器
堂
ぎ
F
．
〇
二
昌
。
。
o
ぎ
多
o
＝
畳
器
）
で
あ
る
。

　
以
上
蓮
べ
π
る
が
如
き
種
々
の
原
因
に
よ
つ
て
、
戦
箏
は
勃
登
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
、
5
職
箏
を
防
止
す
る
爲

の
手
段
は
、
ε
う
も
な
ほ
さ
ず
、
卒
和
を
維
持
す
る
斯
以
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
第
三
講
に
於
け
る
彼
の
論

蓮
は
、
職
孚
の
原
因
を
究
め
て
か
、
る
原
因
を
除
去
す
る
こ
ξ
に
よ
つ
て
奉
和
の
維
持
を
主
張
せ
ん
ε
し
た
に
外
な

　
　
　
　
國
際
準
和
函
憎
想
磯
漕
㎜
の
史
的
一
概
豊
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



四
際
挙
和
趨
想
戯
纏
の
魂
繭
機
鶴

鱒
四
八

ら
な
い
。

　
次
k
第
四
講
に
於
て
は
、
彼
は
、
噌
般
的
且
恒
久
的
季
和
案
を
主
張
し
て
ね
る
、
其
革
和
葉
の
塞
礎
を
な
す
ξ
こ

ろ
の
二
個
の
提
案
が
あ
る
。
其
繭
は
、
ヨ
，
▽
ッ
バ
の
紐
織
を
構
成
す
る
餐
騰
の
轟
力
を
縮
少
し
且
確
定
す
る
毫
ε

で
あ
塾
、
共
二
は
、
各
麟
め
植
民
地
を
解
放
す
る
こ
ε
で
あ
る
。
彼
が
職
璽
の
際
周
を
設
い
て
ゐ
る
所
に
も
、
穂
民

地
、
同
翌
煉
約
、
蓬
商
僚
約
及
び
軍
艦
等
を
列
暴
し
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
於
て
、
灘
は
彼
の
主
張
す
蚤
冠
ζ

ろ
の
十
囚
個
の
提
議
を
暴
ザ
る
こ
ε
に
す
る
。
即
ち
、

一
、
海
外
に
於
て
如
栂
な
る
纏
民
地
を
有
す
る
こ
ε
も
英
國
の
利
麓
で
は
な
馳
、

二
、
攻
攣
同
盟
な
る
ε
防
禦
同
盟
な
る
電
を
問
は
ず
、
如
何
な
る
外
園
ε
も
同
盟
藻
約
を
繕
結
す
る
は
英
國
の
利
盆

　
で
は
な
ψ
、

三
、
商
業
上
の
利
盆
を
獲
褥
す
る
日
的
を
以
て
、
或
は
魑
國
を
排
除
す
る
厩
繭
を
以
て
、
如
何
な
る
國
家
ε
條
約
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
繍
結
す
る
こ
ξ
も
英
國
の
利
盆
で
は
な
い
、

四
、
梅
賊
に
封
し
て
自
國
Φ
商
業
を
防
衛
す
る
に
充
分
な
る
程
度
以
上
に
海
軍
を
蓄
へ
る
こ
ξ
は
、
英
國
の
利
盆
で

　
は
な
ψ
。

五
．
航
海
僚
例
（
駕
僧
重
8
》
息
）
グ
リ
瞳
ソ
ラ
ソ
ド
の
羅
商
に
鱒
す
る
愚
典
及
ぴ
海
員
の
養
禽
湧
ε
看
磁
る
、



共
他
の
蓮
商
の
如
き
、
霞
國
の
海
軍
の
増
大
或
は
維
持
の
爲
に
す
る
規
則
は
、
如
何
に
遠
大
な
る
も
の
に
も
せ
よ
、

英
國
の
利
盆
で
は
な
い
。

六
、
七
、
八
、
九
及
び
十
、
こ
れ
等
線
て
の
提
案
は
、
英
國
の
み
な
ら
ず
、
佛
國
に
鰐
し
て
竜
亦
、
共
通
な
る
眞
理

　
を
有
す
る
庵
の
ε
し
て
、
爾
國
に
植
民
地
の
解
放
を
勘
醗
し
て
ゐ
る
。

十
一
、
も
し
英
佛
が
こ
の
ヒ
ピ
k
全
く
同
意
を
表
し
た
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
発
鴇
蜜
η
，
バ
の
輔
般
的
且
恒
久
的
季
和

　
案
の
確
立
に
郵
す
る
主
な
る
困
難
は
除
か
れ
る
こ
ε
に
な
る
で
あ
ら
う
。

十
二
．
か
、
る
李
和
維
持
の
爲
に
は
、
各
國
は
其
有
す
べ
き
軍
除
の
敷
を
制
限
す
る
嗣
般
的
且
恒
久
的
條
約
が
締
結

　
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

十
三
、
か
、
る
卒
和
の
維
持
は
、
各
國
家
聞
の
紛
争
を
決
定
す
る
爲
に
、
よ
し
張
制
力
は
有
し
な
ψ
に
も
せ
よ
、
共

　
同
司
法
裁
判
所
（
8
養
9
昌
8
艮
o
こ
＆
ぎ
ε
お
）
を
設
立
す
る
≧
憲
に
ょ
つ
て
極
め
て
都
合
よ
く
な
き
れ
る
で

　
あ
ら
う
。

十
四
、
外
務
省
の
活
動
に
於
け
る
秘
密
は
、
英
國
に
於
て
は
持
綾
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
侮
ε
な
れ
ば
、
そ
れ
は

　
無
用
で
あ
る
ピ
同
時
に
、
自
由
及
び
奉
和
の
利
盆
に
倖
る
か
ら
で
あ
る
。

、
以
上
の
如
き
十
四
個
の
提
案
を
爲
し
、
其
理
由
を
更
に
詳
細
に
論
覆
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
を
細
密
に

　
　
　
　
國
際
苓
和
思
想
臓
遽
の
史
酌
概
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九



　
　
　
　
属
際
準
和
愚
慰
饗
逡
の
糞
的
観
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

記
述
す
る
こ
ε
は
後
の
機
禽
に
鎮
り
ね
い
ε
思
ふ
。
た
讐
鼓
k
於
て
は
、
第
十
鯉
の
提
案
た
る
共
岡
司
法
裁
到
斯
に
關

し
多
少
の
読
明
を
加
へ
だ
い
ε
愚
あ
。
彼
に
從
へ
ぱ
、
不
正
は
常
に
不
疋
か
ら
の
み
産
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鼓
に
共

同
裁
到
所
が
設
立
せ
ら
れ
た
場
舎
に
は
、
載
雫
は
不
用
の
も
の
ε
な
ウ
、
そ
し
て
射
闘
國
の
名
暴
は
保
護
せ
ら
れ
る

≧
竃
k
な
る
の
で
あ
る
。
何
冠
な
れ
ば
、
正
し
き
に
せ
よ
、
正
し
か
ら
ざ
る
に
せ
よ
、
審
鋼
者
の
決
定
は
、
紛
孚
翻

の
僑
用
ぜ
名
審
ミ
を
救
ム
も
の
で
あ
る
。
も
し
か
く
の
如
き
設
備
が
假
ウ
に
構
成
せ
ら
れ
鴬
ピ
す
る
な
ら
ば
、
（
ご

そ
れ
は
加
盟
諸
個
の
利
盆
で
あ
9
、
（
二
）
諸
國
は
翫
に
其
利
盆
を
威
知
し
、
（
黛
）
磯
國
は
原
擬
を
保
持
す
る
の
で
跳

つ
て
、
何
等
薪
し
き
地
位
k
澱
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
々
は
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ッ
や
ス
ヰ

ス
の
動
き
聯
邦
を
欧
洲
に
於
て
形
成
す
る
に
至
る
。
か
く
な
れ
ば
、
武
装
申
立
．
ア
メ
リ
カ
聯
邦
、
ド
イ
ッ
國
會
、

及
び
ス
辱
ス
聯
盟
の
如
き
困
難
に
し
て
且
複
雑
な
る
條
約
は
巖
止
せ
ら
れ
る
に
羅
る
の
で
あ
る
。
欧
洲
聯
邦
が
構
虚

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
．
其
最
高
機
閉
ε
し
て
國
會
（
O
皇
讐
畠
賜
皇
ご
騨
）
を
設
け
、
共
國
會
は
各
國
よ
，
二
名
．
n

つ
涙
遣
す
る
代
表
者
k
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。
こ
の
中
樋
名
が
主
な
る
代
褒
灘
で
あ
つ
て
、
他
は
一
時
的
k
主
ヤ

る
代
表
者
の
代
理
人
ε
し
て
行
動
す
る
に
逡
ぎ
な
い
。
そ
し
て
典
國
會
の
縫
講
は
常
に
公
開
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

何
建
な
れ
ば
、
議
事
の
公
開
制
限
は
、
自
由
ε
季
和
に
相
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
、
圃
際
裁
釧
所
の
設
立
に
關
し
て
は
、
絵
ウ
詳
細
に
論
じ
て
ゐ
な
い
。
ね
讐
、
沓
國
が
代
表
渚
を
逡
る
こ
¢



に
就
い
て
述
べ
て
ゐ
る
に
蓮
穿
な
｝
。

　
以
上
は
ペ
ン
ナ
ム
の
革
和
論
の
骨
子
で
あ
つ
て
傾
瀦
す
べ
き
偵
値
あ
る
竜
の
ε
謂
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
未
完
）
。
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